
6月は環境月間です
住宅の補助制度について
児童手当現況届・風しんにご注意を
ポジティブアクションのすすめ

2～5
6
7
15

【今月の主な内容】
広報
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梅たわわに実る
立花町谷川の梅林で5月12日㈰、梅の収穫が
始まりました。この日は、赤く色づいた小梅
『光陽』を収穫。今年の生育は平年並みで、
品質は良好。小梅の収穫は6月初旬まで行わ
れ、大梅は7月上旬まで収穫出荷されます。
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ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
守
ろ
う　
混
ぜ
れ
ば
ご
み
・
分
け
れ
ば
資
源

紙
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ
な

ど
は
、
可
能
な
限
り
分
別
し
、
資
源
ご
み

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
日
の
早
朝
か
ら
朝
８
時
30
分
ま
で

に
、
各
行
政
区
で
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
等
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

い
や
な
臭
い
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
水

切
り
は
十
分
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

分
別
し
て
出
す

必
ず
市
の
指
定
袋
に
入
れ

て
、
決
め
ら
れ
た
日
時
と

場
所
に
出
す

生
ご
み
は
、

十
分
に
水
切
り
を
！

１

次のことに十分注意して、みんな
が気持ちよく、ごみが出せるよう
に心がけましょう。

ごみステーション（集積所）は、
みんなで使用する場所です

その１その2その3

燃えるごみでよくある質問

※ネットがある場所では、ネットをきちんと掛けてください。びん・缶など不燃物
の混入した物は収集できません。

６
月
５
日
は「
環
境
の
日
」、そ
し
て
６
月
は「
環
境
月
間
」で
す
。

美
し
い
自
然
を
後
世
に
残
す
た
め
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

使
い
、
地
球
の
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

６
月
は
環
境
月
間
で
す

家
庭
ご
み
（
も
え
る
ご

み
）の
出
し
方

平
成
24
年
度
に
八
女
市
で
排
出
さ
れ
た

燃
え
る
ご
み
の
総
量
は
約
１
８
０
０
０
ト

ン
で
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
紙
類
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ
な
ど
の
資
源
ご

み
が
ま
だ
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ１ ビデオ・カセットテープ・ＣＤ・ＤＶＤは燃えるごみですか？
　　→Ａ はい。燃えるごみとして処分してください。

Ｑ２ プラスチック製ライターの処分のしかたは？
　　→Ａ 必ずガス抜きしてから、燃えるごみとして処分してください。

お願い
！
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２

３ 資源ごみ（びん類や缶
類）が混入した不燃物
置き場

風呂のふたやスーツ
ケースなど燃えるご
みや粗大ごみが混入
した不燃物置き場

♣
平
成
24
年
度
ご
み
総
排
出
量
は
約
１
９
５
０
０
ト
ン

　
平
成
24
年
度
に
八
女
市
で
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
総
排

出
量
は
、
約
１
９
５
０
０
ト
ン
で
し
た
。
そ
の
内
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
よ
り
約
７
５
０
ト
ン
は
、
資
源
ご
み
と
し

て
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
向
上
の
た
め

に
は
、
３
Ｒ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
今
後
も
、
各
家

庭
で
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

不
燃
ご
み
を
減
ら
そ
う

　
平
成
24
年
度
に
八
女
市
で
排
出
さ
れ
た
不
燃
ご
み
の
量
は
、
約

６
９
０
ト
ン
で
し
た
。
そ
の
中
に
は
び
ん
類
・
缶
類
な
ど
、
多
く
の

貴
重
な
資
源
ご
み
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
貴
重
な
資
源

が
活
か
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
処
理
に
多
額
の
税
金
を
使
う
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。
ご
み
を
出
す
前
に
も
う
一
度
、
資
源
ご
み
が
混

入
し
て
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
燃
え
る
ご
み
や
粗
大

ご
み
は
、
不
燃
物
置
き
場
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

３Ｒとは、リデュース（Reduce：ごみを
減らす）、リユース（Reuse：繰り返し使
う）、リサイクル（Recycle：資源として
再生利用する）の英単語の頭文字３つの
Ｒをさします。

★繰り返し使える
びんは回収しても
う一度使ったり、
修理したりして使
えるものがあれば
修理するなど、再
利用することに努
めましょう。

★「必要な物だけ
買うようにする」
「食べ残しをしない
ようにする」など、
できるだけごみを
出さないような工
夫をしましょう。

★びん・缶・ペットボトル・白色
トレイ・紙類（紙パック、新聞、
段ボール、雑紙）・古布・蛍光
管・乾電池は貴重な資源としてリ
サイクルをお願いします。

リユース
（Reuse）
繰り返し使う

リデュース
（Reduce）
ごみを減らす

リサイクル
（Recycle）
資源として再生
利用する

３Ｒに取り組もう

×

×
※「燃えるごみ」
例：風呂のふた・花壇
のプランターなど
※「粗大ごみ」
例：扇 風 機 、スーツ
ケースなど
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市
お
よ
び
環
境
衛
生
協
議
会
で
は
、

ご
み
減
量
の
た
め
に
、
生
ご
み
処
理

器
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
（
左
の
表
を
参
照
）。

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の

《
①
②
の
場
合
》

　

価
格
か
ら
補
助
金
額
を
差
し
引
い

た
代
金
と
印
鑑
（
環
境
衛
生
協
議
会

か
ら
補
助
）

《
③
の
場
合
》

　

購
入
し
た
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

の
領
収
書
、
保
証
書
（
販
売
店
の
記

載
が
必
要
）、
印
鑑

※
奨
励
金
は
口
座
振
込
で
す
。
金
融

機
関
（
本
・
支
店
）
名
、
口
座
番
号
、

名
義
人
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
・
奨
励
金
の
申
請
に
つ
い

て
は
左
記
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

▽
社
会
環
境
課
（
☎
２
３・１
４
６
２
）

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
２・１
１
１
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
２
３・４
９
３
３
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
４・２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
７・３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
２・３
１
１
３
）

小
魚
が
住
め
る
清
ら
か
な
小
川
を
少
し
ず
つ
で
も
増
や
す

た
め
に
は
、
水
質
汚
濁
の
７
割
と
い
わ
れ
る
生
活
排
水
を
浄

化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

浄
化
槽
は
、
し
尿
と
共
に
生
活
雑
排
水
（
台
所
、
風
呂
お

よ
び
洗
濯
排
水
）
を
生
態
系
に
負
担
を
か
け
な
い
程
度
ま
で

浄
化
す
る
す
ぐ
れ
た
設
備
で
す
。
こ
の
浄
化
槽
の
普
及
を
促

進
す
る
た
め
、
設
置
者
（
下
水
道
認
可
区
域
お
よ
び
集
合
住

宅
等
を
除
く
）
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

す
ぐ
れ
た
設
備
で
は
あ
り
ま
す
が
、
管
理
を
怠
る
と
そ
の

効
果
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
管
理
に
つ
い
て
は
、
次
の

二
つ
の
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
保
守
点
検　

浄
化
槽
保
守
専
門
業
者

と
委
託
契
約
し
て
定
期
的
に
点
検
す
る
。

②
清
掃（
年
１
回
以
上
）　

市
の
許
可
を
受

け
た
業
者
に
依
頼
す
る
。

浄
化
槽
の
点
検
と
清
掃
は
法
律
で
も
義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、罰
則
も
あ
り
ま
す
。

清
ら
か
な
流
れ
の
ふ
る
さ
と
を
守
る
た
め

に
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

補
助
金
の
額
に
つ
い
て

　
下
水
道
認
可
区
域
を
除
き
、
国
庫
基

準
額
に
基
づ
き
、
上
の
表
の
と
お
り
補
助

金
を
出
し
て
い
ま
す
（
集
合
住
宅
、店
舗・

事
務
所
を
除
く
）。

5人槽 7人槽 10人槽

332,000円 414,000円 548,000円

種　　類 内　　容 価　　格 補助金額

① 生ごみ処理器 畑据付型 (100ℓ ) 6,870 円 2,000 円

② 微生物利用 バケツ型 (10ℓ ) 1,900 円 1,000 円

③ 電気式生ごみ
　 処理機 屋外・屋内設置型 購入価格 購入価格の１／２

( 奨励金 )

※③奨励金の額は、１台につき 15,000 円を限度とする

　
家
庭
の
廃
棄
物
（
ご
み
）
は
「
一
般
廃
棄

物
」
で
す
。一
般
廃
棄
物
を
収
集
・
運
搬
・

処
分
す
る
に
は
、
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ

く
「
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
」
が
必

要
で
す
。
古
物
営
業
の
許
可
、
貨
物
運
送

業
の
許
可
の
み
で
は
、一
般
廃
棄
物
を
収

集
・
運
搬
・
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　
無
料
回
収
業
者
が
、
消
費
者
に
回
収
料

金
・
処
分
料
金
（
代
金
）
を
求
め
る
こ
と
は

違
法
で
す
。
業
者
か
ら
代
金
を
求
め
ら
れ

た
場
合
は
、
引
き
取
り
を
断
り
、
八
女
西

部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
適
切
に
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
業
者
を

見
か
け
た
場
合
に
は
、
社
会
環
境
課
ま
で

ご
報
告
く
だ
さ
い
。

※
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯

機
・
洗
濯
乾
燥
機
は
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
」
の
対
象
品
目
で
す
の
で
、
家
電
販
売

店
に
て
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

４

５

６

無
許
可
で
の
不
用
品
回

収
行
為
に
ご
注
意
く
だ

さ
い

小
川
の
清
流
を
取
り
戻
す

浄
化
槽
の
設
置

ご
み
減
量
の
た
め
の
生
ご
み
処
理
器
購
入

補
助
金
・
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
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地区名 八女地区

河川名 山の井川 花宗川 中の井川

測定地点 山　内 黒　土 豊　福 大　島 室　岡 下津江 高　塚 大の井手
（上稲富） 前古賀 北馬場 納　楚 下稲富

5 ～ 9月 1.8 3.4 16.0 2.5 2.7 1.9 3.1 2.5 2.6 12.0 2.1 15.0 

10 ～ 4月 0.9 2.8 9.3 2.0 2.0 1.3 5.7 3.5 3.6 11.0 2.1 18.0 

地区名 黒木地区 立花地区

河川名 剣持川 笠原川 田代川 矢部川 中原川 白木川 大倉谷川 辺春川 柳川用水 遠久谷川

測定
地点

古賀橋
付近

中学橋
付近

唐干田
橋付近

釜屋宮
付近

花宗
溜池 山下橋 合ノ原

橋 川原田橋 城ノ下
橋 紅葉橋 山中橋 中島橋 社日橋 眼鏡橋

9月 0.9 0.9 0.6 0.8 5.0 1.1 0.9 1.5 1.2 1.3 1.2 1.4 0.8 0.5未満

2月 0.6 0.7 0.6 1.2 1.8 0.6 1.2 1.4 3.1 5.9 1.2 1.3 1.0 0.7 

地区名 立花地区 上陽地区 矢部地区 星野地区

河川名 鳴竹川 広川 下横山川 横山川 星野川 柏木川 矢部川 樅鶴川 御側川 星野川

測定
地点

柚ノ木
付近

耳納大
橋付近

市道下横
山線沿い

市道黒岩
線沿い

藤木区消防
道路付近

北川内公
園付近

半沢区
堰

西園
付近

所野広場
付近

神ノ窟
付近

稗田
付近

十籠交差
点付近

年の神
橋付近

9月 0.5未満 0.7 0.8 0.5 0.6 0.6 0.6 1.3 0.8 0.8 1.2 0.6 0.7 

2月 0.8 0.7 0.5未満 0.5 1.0 0.7 0.7 0.7 1.1 0.5 0.6 0.6 0.8 

※旧八女市地区の表の数値は、BOD（水の汚れの程度を示す単位で数値が大きいほど汚れた水）を示します。環境基準は、通水期（5
月～ 9月）は3㎎ /ℓ以下、停水期（10月～ 4月）は5㎎ /ℓ以下が目標です。表の数値は、年間検査集計の75％値です。

※黒木地区、立花地区、上陽地区、矢部地区および星野地区の表の数値は、BOD の実測値です。これらの地区の河川の
環境基準値は、2㎎ /ℓ以下です。

（単位：㎎/ℓ）

八女市の河川
の水質の状況

河川の汚濁の主な原因は、家庭から浄化されずに流される台所、洗濯、風呂水等の
生活排水です。これらの排水に気をつけていただくとともに、下水道への加入と浄化
槽の設置について、ご協力をお願いします。また、単独処理浄化槽を設置されてい
る家庭も、合併処理浄化槽への切り替えをお願いします。

市
役
所
本
庁
南
側
１
階
に
、今
年
も
緑
の
カ
ー
テ
ン

（
６
年
目
）を
設
置
し
ま
す
。地
球
環
境
に
優
し
い

環
境
保
全
型
家
庭
菜
園
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
取
り
組
み
で

す
。つ

る
性
植
物
を
利
用
し
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」は
、太
陽

の
熱
を
遮
断
し
、葉
の
気
孔
か
ら
の
水
分
蒸
散
に
よ
り
周

囲
の
熱
を
奪
う
た
め
、日
差
し
が
差
し
込
む
窓
際
に
設
置

す
る
と
室
内
の
温
度
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、エ
ア
コ
ン
の
省
エ
ネ
効
果
と
、地
球
温
暖
化
の
主
な

原
因
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
さ
さ
や
か
な
が
ら
貢
献
で
き

ま
す
。

た
か
が
植
物
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、真
夏
に
照
り
つ

け
る
肌
を
刺
す
よ
う
な
太
陽
の
日
差
し
も
、小
さ
な
木
陰

が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
、植
物
な
ら
で
は
の

効
果
が
あ
る
こ
と
が
、過
去

５
年
間
の
実
績
か
ら
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
緑
の

カ
ー
テ
ン
の
設
置
に
よ
り
、

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を

数
℃
上
げ
る
こ
と
も
可
能

と
な
り
ま
す
。ニ
ガ
ウ
リ
等

の
つ
る
性
植
物
を
植
え
て

強
い
日
差
し
を
遮
断
し
、涼

し
い
風
情
を
つ
く
り
だ
す

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平成
２4年度

緑
の
カ
ー
テ
ン
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？



　

八
女
市
で
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
「
八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資
材

助
成
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
木
造
住
宅
の
普
及
拡

大
を
促
進
し
、
八
女
材
の
需
要
拡

大
を
図
る
こ
と
で
、
八
女
市
林
業

の
発
展
と
木
材
・
木
造
住
宅
関
連

産
業
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

♠
補
助
金
の
額
＝
居
住
用
の
『
新

築
木
造
住
宅
』
に
対
し
、
30
万
円

を
補
助
し
ま
す
。

♠
採
択
要
件
＝
①
申
請
者
が
、
八

女
市
内
に
居
住
す
る
た
め
の
新
築

木
造
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

②
こ
の
事
業
の
利
用
は
、
同
一
事

業
施
行
中
に
お
い
て
１
回
が
限
度

で
あ
る
こ
と
。

③
木
造
軸
組
工
法
を
基
本
と
す
る

住
宅
で
あ
る
こ
と
。

④
床
面
積
が
50
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
、
２
４
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

で
あ
る
こ
と
。

⑤
八
女
材
の
使
用
量
が
木
材
使
用

量
の
概
ね
80
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を

占
め
て
い
る
こ
と
。

⑥
原
則
と
し
て
、
八
女
市
内
の
建

築
業
者
の
施
工
で
あ
る
こ
と
。

⑦
年
度
内
に
完
成
（
棟
上
等
）
確

認
が
可
能
な
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

⑧
申
請
者
お
よ
び
同
居
す
る
親
族

が
、
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
お

よ
び
税
外
徴
収
金
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
。

　

設
計
並
び
に
施
工
業
者
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
促
す
こ
と
に
よ

り
、
こ
の
八
女
材
普
及
促
進
住
宅

資
材
助
成
事
業
が
効
果
的
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
設
計

並
び
に
施
工
を
し
た
も
の
に
対
し

補
助
金
を
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
交
付

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

♠
補
助
金
の
額
＝
１
件
の
事
業
に

お
け
る
設
計
お
よ
び
建
築
施
工
に

つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
を
補
助

し
ま
す
。

♠
採
択
要
件
＝
①
八
女
材
普
及
促

進
住
宅
資
材
助
成
事
業
で
交
付
決

定
を
受
け
た
新
築
木
造
住
宅
の
設

計
ま
た
は
施
工
を
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
。

②
八
女
市
内
の
業
者
で
あ
る
こ
と
。

③
申
請
者
お
よ
び
同
居
す
る
親
族

が
、
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
お

よ
び
税
外
徴
収
金
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
。

♠
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

本
庁
林
業
振
興
課
林
政
係
（
☎
２

３
・
１
１
６
８
）

黒
木
総
合
支
所
産
業
経
済
課
林
政

係
（
☎
４
２
・
１
１
１
６
）

上
陽
支
所
建
設
経
済
課
産
業
観
光

係
（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

立
花
支
所
産
業
経
済
課
農
林
係

（
☎
２
３
・
４
９
４
０
）

矢
部
支
所
建
設
経
済
課
産
業
観
光

係
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

星
野
支
所
建
設
経
済
課
産
業
観
光

係
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

◎
詳
細
は
、
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

☗
資
格
＝
申
込
現
在
で
、
市

内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人

※
補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅

に
居
住
し
て
い
る
世
帯
主
な

ど
の
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。

☗
補
助
対
象
住
宅
＝
市
内
に

住
ん
で
い
る
人
が
市
内
に
所

有
す
る
、
専
用
住
宅
・
併
用

住
宅
の
住
居
部
分
、
集
合
住

宅
の
専
用
部
分

☗
補
助
対
象
工
事
＝
市
内
の

施
工
業
者
が
行
う
、
工
事
費

が
10
万
円
以
上（
消
費
税
別
）

の
も
の
で
、
申
込
み
の
年
度

内
（
３
月
末
）
に
終
わ
る
改

修
工
事
※
補
助
の
交
付
決
定

前
に
着
工
し
て
い
る
も
の
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

☗
補
助
金
額
＝
改
修
工
事
に

要
し
た
費
用
（
消
費
税
別
）

の
１
割
に
相
当
す
る
金
額

（
上
限
10
万
円
で
、
千
円
未

満
切
り
捨
て
）

☗
改
修
工
事
の
例
＝
屋
根
、

天
井
、
外
壁
、
内
壁
、
床
の

改
修
、
防
音
、
間
取
り
の
変

更
工
事
、
浴
室
、
台
所
、
ト

イ
レ
な
ど
の
水
回
り
改
修
、

耐
震
工
事
な
ど
の
居
住
部
分

の
み
の
改
修

※
次
の
よ
う
な
工
事
は
、
補

助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

○
外
構
設
備
（
門
、
車
庫
、

カ
ー
ポ
ー
ト
、
塀
、
柵
、
垣

根
等
の
構
造
物
、
植
栽
な
ど
）

の
改
修
工
事

○
家
具
や
電
気
製
品
の
購
入

に
よ
る
付
帯
工
事
な
ど

○
年
度
を
ま
た
い
で
の
改
修

工
事

☗
受
付
期
間
＝
４
月
16
日
～

※
補
助
金
額
が
予
算
枠
を
超

え
る
場
合
は
、
そ
の
時
点
で

受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

☗
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

都
市
計
画
課
・
住
宅
係

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）

黒
木
総
合
支
所
建
設
課

（
☎
４
２
・
１
１
１
７
）

立
花
支
所
建
設
課

（
☎
２
３
・
４
９
３
０
）

上
陽
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

矢
部
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

星
野
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

補
助

30万円

市内に
八
女
材
普
及
促
進
住
宅

資
材
助
成
事
業

八
女
材
普
及
促
進
住
宅
資

材
助
成
事
業
推
進
事
業

住
宅
改
修
事
業
補
助
金
制
度

市民が市内の施工業者によって現在お住まいの住宅を
改修される場合、費用の一部を補助します。

八
女
材
を
使
用
し
た
木
造
住
宅
を

新
築
さ
れ
る
人
へ　
　
　
補
助
し
ま
す
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受付日 受付場所 受付時間

６月１９日㈬
６月２０日㈭
６月２１日㈮

八女市役所 １階１０２会議室 ９時～ 19 時
黒木総合支所 市民生活福祉課窓口

９時～ 17 時
立花支所 １０１会議室
上陽支所 市民生活福祉課窓口
矢部支所 市民生活福祉課窓口
星野支所 市民生活福祉課窓口

児
童
手
当
の

現
況
届
は
、

忘
れ
ず
に
。

提
出
し
な
い
と
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年

１
回
の
児
童
手
当
の
現
況
届

の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。（
現
況
届
の
必
要
な
人
は
、
子

育
て
支
援
課
か
ら
圧
着
は
が
き
を
送

付
し
て
い
ま
す
）。

　

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
し

な
い
と
、
６
月
以
降
の
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝

持
参
す
る
も
の
＝

①
送
付
し
た
は
が
き　

②
印
鑑　

③
請
求
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

（
表
面
の
コ
ピ
ー
）

④
児
童
と
別
住
所
の
場
合
は
、
児

童
の
住
民
票
謄
本

⑤
平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
に
八

女
市
に
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地

の
所
得
証
明
書

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

　
在
、
首
都
圏
を
中
心
に

風
し
ん
が
大
流
行
し
て
い

ま
す
。
風
疹
と
は
、
風
疹
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
で
発
症

す
る
病
気
で
、
く
し
ゃ
み
や
咳
な

ど
で
ウ
イ
ル
ス
が
飛
び
散
り
、
感

染
し
ま
す
。
発
熱
や
発
疹
・
首

や
耳
の
下
、
わ
き
の
下
の
リ
ン
パ

腺
が
腫
れ
る
な
ど
の
症
状
が
出

ま
す
。

　

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん

に
か
か
る
と
、
胎
児
が
風
し
ん
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
、
難
聴
、
心

疾
患
、
白
内
障
な
ど
を
主
な
症

状
と
す
る
「
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
」
の
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
の
発
生
の
予
防
と
風
し

ん
の
感
染
予
防
の
た
め
に
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
風
し
ん
の
定
期
接
種
対
象
者

は
、予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

（
Ｍ
Ｒ
）
の
接
種
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。

⃝

定
期
予
防
接
種
対
象
者
＝
１

歳
児
お
よ
び
、
小
学
校
入
学
前

１
年
間
の
幼
児

②
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な

い
人
や
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
受
け

て
い
な
い
人
、
ま
た
は
ど
ち
ら
も

不
明
な
人
で
抗
体
価
が
十
分
で

あ
る
と
確
認
で
き
た
人
以
外
の

人
は
自
己
負
担
で
の
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
妊
婦
を
守
る
観
点
か

ら
、
特
に
次
の
人
に
は
接
種
を

検
討
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。

⑴ 

妊
婦
の
夫
、
子
ど
も
お
よ
び

そ
の
他
の
同
居
家
族

⑵ 

10
代
後
半
か
ら
40
代
の
女
性

（
特
に
、
妊
娠
希
望
者
ま
た
は
妊

娠
す
る
可
能
性
の
高
い
人
）

⑶ 

産
褥
早
期
の
女
性

※
注
１　

妊
婦
は
接
種
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
注
２　

接
種
後
２
か
月
は
避

妊
が
必
要
で
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課

保
健
指
導
係
（
☎
２
３
・
１
３

５
２
）

風しんが流行してい
ます。ご注意ください。
妊娠初期の女性が風しんにかかると「先天性風しん症候群」
のお子さんが生まれる危険性があります。予防接種対象者や風
しんワクチンを受けていない人は、予防接種を受けましょう。

現

児
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①
住
宅
の
周
囲
（
南
側
の
日
当
た
り
の
良
い

場
所
）
植
木
鉢
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
持
ち
手
や

裏
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
周
り
や
バ
ン
パ
ー
の

裏
等

②
そ
の
他
の
場
所
（
公
園
な
ど
）
す
べ
り
台

の
ス
ロ
ー
プ
の
裏
や
階
段
部
分
、
跳
び
箱
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ヤ
の
内
側
、
ベ

ン
チ
の
裏
、
低
木
の
下
、
自
動
販
売
機
等

①
絶
対
に
素
手
で
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
駆
除
に
つ
い
て
は
、
発
見
さ
れ
た
土
地
ま

た
は
建
物
の
管
理
者
で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

③
ク
モ
は
、
市
販
の
家
庭
用
殺
虫
剤
で
駆
除

し
て
く
だ
さ
い
。

④
卵
の
う
（
卵
の
入
っ
た
丸
い
袋
）
は
、
殺

虫
剤
が
効
か
な
い
た
め
、
踏
み
つ
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
。

⑤
発
見
し
た
場
合
は
、
市
役
所
社
会
環
境

課
（
☎
２
３・１
４
６
２
）、
ま
た
は
、
福
岡

県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
地
域
環

境
課
（
☎
２
２・６
９
６
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

①
温
水
や
石
け
ん
水
で
傷
口
を
や
さ
し
く
洗

い
流
し
、
病
院
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
診
の
際
は
、よ
り
適
切
な
治
療
の
た
め
、

殺
虫
剤
等
で
殺
し
た
ク
モ
を
で
き
る
だ
け
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ジ
ョ
ロ
ウ
グ
モ
（
写
真
は
メ
ス
）

▽
体
長
＝
メ
ス
1.7
～
2.5
㎝
、
オ
ス
は
0.6
～
0.8

㎝
。

▽
特
徴
＝
黄
と
緑
青

色
の
荒
い
横
縞
が
あ

り
ま
す
。
成
熟
し
た

個
体
の
糸
器
付
近
は

真
赤
に
な
り
ま
す
。

　
気
器
具
は
私
た
ち
の
生
活
に
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
す
が
、
取

り
扱
い
の
不
注
意
や
誤
っ
た
使
用
方
法

に
よ
り
火
災
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
部
屋
を
見
回
し
て
み
て
、
電
気
火

災
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
扇
風
機
や
電
気
ス
ト
ー
ブ
な
ど
季

節
ご
と
に
使
用
す
る
器
具
は
、
使
用
前

に
必
ず
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
異
常
な
音

や
動
き
に
気
付
い
た
ら
す
ぐ
に
使
用
を

止
め
、
差
込
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
、
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

②
電
気
器
具
を
本
来
の
用
途
以
外
に

使
用
す
る
と
負
荷
が
か
か
り
、過
熱
し
、

火
災
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
使
用

方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ア
イ

ロ
ン
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
は
ス
イ
ッ
チ

を
切
り
忘
れ
た
ま
ま
放
置
す
る
と
火
災

と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
使
用
し
な

い
と
き
は
、
差
込
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

③
使
用
す
る
電
気
器
具
が
増
え
て
く

る
と
コ
ン
セ
ン
ト
が
不
足
し
、
た
こ
足

配
線
に
な
り
が
ち
で
す
。
た
こ
足
配
線

に
よ
り
許
容
量
を
超
え
た
コ
ン
セ
ン
ト

は
、
過
熱
さ
れ
火
災
と
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
差
込
プ
ラ
グ
に
付
着

し
た
ほ
こ
り
に
よ
り
シ
ョ
ー
ト
し
て
火

災
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

大
雨
や
集
中
豪
雨
前
に

今
一
度
点
検
を
！

防火ポスターコンクールの最
優秀者・高橋実那さんの作品

セアカゴケグモに
ご注意ください！

セアカゴケグモの特徴
メスの体長は、約０．７～１㎝。全
体が光沢のある黒色で、腹部の背
面と腹面に赤色の模様があります。
毒をもっているのはメスだけです。
オスの体長は、０．４～０．５㎝で、
腹部の背面は灰白色をしています。

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
生
息
場
所

毒
グ
モ
で
は
な
い
ク
モ

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
見
つ
け
た
ら

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
ら
し
き

ク
モ
に
か
ま
れ
た
時
は

電気器具は安全に取り扱いましょう　八女消防本部（☎ 24・0119）

電

こ

赤

セアカゴケグモ（メス）

　
れ
か
ら
梅
雨
期
に
入
り
、
雨
の
多

い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
市
街
地
で

は
大
雨
が
降
る
と
地
面
の
ほ
と
ん
ど
が

舗
装
さ
れ
て
い
る
た
め
に
雨
水
が
浸
透
で

き
ず
、
河
川
や
水
路
の
水
か
さ
が
一
気
に

増
し
て
危
険
で
す
。
山
間
部
で
は
が
け

崩
れ
や
地
滑
り
な
ど
土
砂
災
害
が
起
こ

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
道
路
の
維
持
や
河
川
環
境
保

全
を
図
る
た
め
道
路
河
川
愛
護
作
業
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
今
い
ち
ど
排
水
溝
、
側
溝
な
ど
の

落
ち
葉
や
土
砂
を
取
り
除
き
水
の
流
れ

を
よ
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
道
の
路
面
損
傷
か
所
お
よ

び
穴
ぼ
こ
等
、
危
険
な
か
所
を
発
見
さ

れ
た
人
は
建
設
課
道
路
・
河
川
係
ま
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課
道
路
・
河
川

係
（
☎
２
３・１
９
６
１
）

黒
木
総
合
支
所
（
☎
４
２・１
１
１
７
）

立
花
支
所
（
☎
２
３・４
９
３
１
）

上
陽
支
所
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

矢
部
支
所
（
☎
４
７・３
１
１
１
）

星
野
支
所
（
☎
５
２・３
１
１
４
）
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八
女
バ
ン
ブ
ー
バ
レ
ー
実
証
研
究

セ
ン
タ
ー
で
竹
の
高
付
加
価
値

利
用
を
目
指
す
㈱
バ
ン
ブ
ー
テ
ク
ノ

で
、
加
熱
水
蒸
気
処
理
で
取
り
出
し
た

竹
繊
維
を
使
っ
た
樹
脂
製
の
グ
レ
ー
チ

ン
グ
が
商
品
化
さ
れ
、
八
女
市
の
公
共

工
事
で
初
め
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
製
品
は
、
八
女
市
と
包
括
的
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
国
立
大
学
法
人

九
州
工
業
大
学
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
加
熱
水
蒸
気
処
理
技
術
に
よ
り
粉

体
化
し
た
竹
繊
維
を
樹
脂
に
混
ぜ
て

成
形
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
技
術
で
処
理
し
た
竹
は
、
繊
維

質
以
外
の
物
質
が
分
解
さ
れ
安
定
し
た

竹
繊
維
を
取
り
出
す
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
精
密
分
級
し
て
同
じ

大
き
さ
ど
う
し
の
繊
維
を
使
い
分
け
る

こ
と
で
、
機
械
強
度
・
形
状
安
定
性
・

帯
電
防
止
性
等
に
優
れ
た
特
性
を
持

つ
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
お
り
、
目
的
に

応
じ
て
分
級
し
た
竹
繊
維
を
樹
脂
と

混
練
す
る
こ
と
で
高
機
能
・
高
性
能
の

樹
脂
の
製
造
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
も
、
そ
の
特
性

を
活
か
し
て
製
品
化
さ
れ
た
も
の
で
、

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
と
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹

脂
に
55
％
の
竹
繊
維
を
混
ぜ
て
作
ら

れ
て
お
り
、
通
常
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
よ

り
引
っ
張
り
強
度
や
曲
げ
強
度
が
増

強
さ
れ
、
温
度
変
化
に
よ
る
形
状
安

定
性
に
も
優
れ
た
製
品
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。
公
共
工
事
に
採
用
さ
れ
た
の

は
、
黒
木
町
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
の

傍
に
建
設
さ
れ
た
八
女
東
部
ス
ポ
ー
ツ

公
園
で
、
側
溝
用
の
蓋
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
市
内
で
建
設
予
定
の
八

女
市
子
育
て
支
援
総
合
施
設
（
仮
称
）

や
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
（
仮
称
）

な
ど
で
も
そ
の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
バ
ン
ブ
ー
テ
ク
ノ
は
大
学
と
の
連
携

で
、
こ
の
ほ
か
に
も
農
業
用
コ
ン
テ
ナ

や
ゴ
ミ
箱
な
ど
も
試
作
し
て
モ
ニ
タ
ー

し
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
特
性
を
活
か

し
て
、
電
気
製
品
や
自
動
車
部
品
な
ど

へ
の
樹
脂
製
品
の
開
発
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
地
域
資
源
で
あ

る
竹
を
使
っ
た
新
た
な
産
業
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
林
業
振
興
課

（
☎
２
３・１
１
６
８
）

　

平
成
25
・
26
年
度
の
競
争
入

札
参
加
資
格
登
録
申
請
（
建
設

工
事
・
業
務
委
託
・
物
品
）
を
受

け
付
け
ま
す
。
新
規
登
録
の
人
、

平
成
23・24
年
度
に
登
録
済
み
で
、

平
成
25
・
26
年
度
に
も
登
録
を

希
望
さ
れ
る
人
が
対
象
で
す
。（
地

方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
４
条

の
４
に
該
当
す
る
者
を
除
く
）

◦
受
付
期
間
＝ 

７
月
１
日
㈪
～

７
月
19
日
㈮
※
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
。

◦
受
付
時
間
＝

《
午
前
の
部
》
９
時
～
11
時
30
分

《
午
後
の
部
》
13
時
～
16
時
30
分

※
た
だ
し
、
７
月
３
日
㈬
、
10
日

㈬
、
17
日
㈬
は
19
時
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

◦
受
付
場
所
＝
２
０
１
会
議
室

（
八
女
市
役
所
本
庁
北
庁
舎
２
階
）

◦
登
録
有
効
期
間
＝
平
成
25
年
10

月
１
日
～
平
成
27
年
９
月
30
日

◦
申
請
要
領
お
よ
び
様
式
＝
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
場
合
は
、

本
庁
、
総
合
支
所
お
よ
び
各
支
所

の
総
務
課
で
有
料
に
て
コ
ピ
ー
で

き
ま
す
。（
１
ペ
ー
ジ
に
つ
き
10
円
）

◦
提
出
方
法
＝
※
持
参
の
み
（
郵

送
に
よ
る
提
出
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
）

◦
申
請
手
順
＝
①
「
八
女
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.

city.yam
e.fukuoka.jp/

」
か
ら

必
要
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
請
書
類
を
受
付
場
所
（
八

女
市
役
所
本
庁
北
庁
舎
２
階
２

０
１
会
議
室
）
へ
持
参
し
、
書
類

を
十
分
確
認
後
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
、
不
備
が
な
け
れ

ば
審
査
書
類
提
出
受
付
票
を
交

付
し
ま
す
。
※
提
出
時
に
審
査
は

行
い
ま
せ
ん
。

③
後
日
提
出
書
類
を
審
査
し
ま

す
（
立
ち
会
い
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

※
提
出
書
類
に
不
備
が
あ
り
受
付

期
間
内
に
再
提
出
で
き
な
い
場
合

は
、
平
成
25
年
７
月
31
日
㈬
ま
で

に
提
出
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

※
完
了
し
な
い
場
合
は
不
受
理
と

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
関
係
書

類
は
返
還
し
ま
せ
ん
。

④
後
日
、
審
査
結
果
通
知
を
郵

送
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
契
約
係

（
☎
２
４
・
８
０
２
０
）

競
争
入
札
参
加
資
格（
指
名
願
）

登
録
申
請
に
つ
い
て

竹繊維を使用したグ
レーチング（鋼材を格
子状に組んだ溝蓋）

竹樹脂のグレーチン
グが商品化。公共工
事で利用されました。

八女バンブーバレー実証研究センター

八女市の
竹対策

　今月号から広報やめに「竹紙
シャトン（竹パルプ 10％配合）」
の紙を使用しています。竹紙は
伐採した竹をチップにし、蒸解
し紙の原料として作られていま
す。全国的に深刻な問題となっ
ている放置竹林の解消にと大き
く期待されています。
　八女市は日本でも最大級の竹
林面積（2461㌶）を持ち、荒廃
竹林の増大や農地・森林への浸
食被害などが大きな問題となっ
ています。そのため、様々な竹
対策事業に取り組んでいます。

広報やめに竹紙を
使用しています。

今月から
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八
女
市
は
上
水
道
事
業
「
旧
八
女
市・

旧
立
花
町
・
旧
上
陽
町
（
一
部
地
域
を

除
く
）」
お
よ
び
簡
易
水
道
事
業
「
旧

黒
木
町
・
旧
星
野
村
（
一
部
地
域
を
除

く
）」
に
よ
り
、
安
全
で
安
定
し
た
水
道

水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
は
、
市
民

が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
お
く
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
水
道
法
で
定
め
ら
れ
た

水
質
検
査
を
実
施
し
、
い
つ
で
も
安
心

し
て
飲
め
る
水
を
皆
さ
ま
に
提
供
し
て

い
ま
す
。
水
道
本
管
が
整
備
さ
れ
た
地

区
で
、
上
水
道
に
未
加
入
の
人
は
、
安

心
し
て
利
用
で
き
る
上
水
道
お
よ
び
簡

易
水
道
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
実
施
す
る
水
質
検
査
計
画
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
給
水
装
置
の
工
事
（
新
設
・
改
造
・

修
繕
・
撤
去
）
は
、
水
道
法
に
よ
り
指

定
事
業
者
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
指
定
事
業

者
は
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
市
内
業

者
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

　
自
宅
に
あ
る
水
道
管
が
破
損
し
た

ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
バ

ル
ブ
を
閉
め
る
な
ど
の
応
急
処
置
を
し

て
、
最
寄
り
の
指
定
事
業
者
（
有
料
）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
引
っ
越
し
の
際
に
は
水
道
の
開
始
・
中

止
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
事

前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

中
止
時
に
は
水
道
料
金
の
精
算
が
必
要

で
す
。
届
出
が
な
い
場
合
、
水
道
を
使

用
さ
れ
な
く
て
も
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

必
ず
お
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局

《
料
金
等
の
こ
と
》
☎
２
３・１
９
４
９

《
工
事
等
の
こ
と
》
☎
２
３・１
１
０
７

復興の
未来と生

い の ち
命

照らす水
６
月
１
日
か
ら

６
月
７
日
ま
で
は

水
道
週
間
で
す
。

上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
へ

ご
加
入
く
だ
さ
い

指
定
事
業
者
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

こ
ん
な
時
は
手
続
き
を

水道局職員を装ったトラブルが多発しています。上
下水道局では、次のようなことは行っておりません。
①一般家庭の水質検査 ②浄水器などの販売・貸
し出し・あっせん ③給水管の清掃・修理など

▼水道指定事業者（平成25年5月1日現在 ※指定順）
指定工事事業者名 所在地 電 話 番 号

丸谷商事 西 京 町 ２３・４１１８
千代田工業㈱ 北 平 塚 ２２・４３０７
㈱中村 龍 ヶ 原 ２３・３１５８
牛島電機工業㈱ 大 正 町 ２４・２１７１
㈲井手プロパン商会 大　 島 ２３・３０６５
八女食糧販売㈱ 納　 楚 ２３・２１６６
㈲岩本住設 上 吉 田 ２２・４７１８
㈲スミ設備工業 川　 犬 ２２・５４６５
ＥＭ田中 鵜　 池 ２２・４３１９
永松設備 納　 楚 ２２・７７５３
㈲タナカエンジニア 龍 ヶ 原 ２４・３１４７
吉田ボーリング工業 西矢原町 ２４・４７４３
㈲橋村住設 田　 本 ４２・００９６
㈲角屋 北 川 内 ５４・３３１８
電 ’s タカヤマ 谷　 川 ３７・００６２
清香設備工業㈱ 蒲　 原 ２２・７８８８
川口ガス住設 忠 見 北 ２３・７６６７
野田ホームガス設備 大　 籠 ２２・３０１５
大石設備 室　 岡 ２３・０８４８
㈲今村住設 下 辺 春 ３７・０３１６
㈲立花電工 北　 山 ２３・１５３３
マルタ電器 谷　 川 ３７・０２５６
㈱九電工八女営業所 蒲　 原 ２３・２４５６
牛島燃料店 上 津 江 ２２・２８６９
田中設備 白　 木 ３５・０８４５
三宅設備 下 津 江 ２３・２３６８
㈲牛嶋住興 山　 崎 ２２・６６１１
馬場燃料店 南 馬 場 ２２・４０６０
原管工 谷　 川 ３７・０６９２
㈲八女衛生社 上 吉 田 ２３・５４３５
㈲住環境総合開発 桑　 原 ４２・１１８５
橋爪食糧販売店 上 吉 田 ２２・２７６７
ひら川設備 中宮野町 ２４・３１１５
ケア設備梅野 本　 分 ４２・３４５０
㈲村口電工 久 木 原 ５４・２２７８
㈱高田電気 北 川 内 ５４・２０４９
ミスミデンキ 北 川 内 ５４・２１４３
㈲井上商店住設部 北 川 内 ５４・２１６５
㈲ヤマト 北 川 内 ５４・２１２５
西木テレビサービス 久 木 原 ５４・３２０８
仁田原商店 大　 淵 ４５・００３５
㈲クリハラ管工事 北　 山 ２２・５９７１
河原設備 兼　 松 ３７・０５５３
モリアキ建設㈲ 本　 分 ４２・３８２７
大坪（博通）建設 蒲　 原 ２２・５６１２
西村住設 本 ２４・１０６７
㈱桐明組 柳　 島 ２４・３３５５
平島設備 田　 形 ３７・１０２５
水環境企画・一究 吉　 田 ２２・５１０９
德住工業 今　 福 ２４・５２６２
ともけい設備 大　 島 ２２・３５６４
創水 稲　 富 ２３・０１８３
㈲弥栄工業 北　 山 ２３・１１９８
三和住宅設備 本　 分 ４２・４０５１
合柴尾電気商会 桑　 原 ４２・１１８３
馬渡設備工業 北 木 屋 ４２・１３３５
㈲椿原住宅設備 黒　 木 ４２・０２６９
椿原住宅設備工事部 黒　 木 ４２・１２３７
㈲穴見商店 桑　 原 ４２・０１３０
和興住宅設備 北 木 屋 ４５・０８７９
㈱山口電気 星 野 村 ５２・３２１８
㈱ホクショウ 馬 場 ２３・３３２３
井上設備 平 田 ２４・０１６５
濵田設備 鵜 池 ２４・４８１８
牛島設備工業㈲ 吉 田 ２３・７５７0

悪
質
な
業
者
に

ご
注
意
‼

受水槽を設置されている人（事業所）は・・・
水道法および八女市給水条例に基づき、受水槽の清
掃および水質検査を年１回以上実施することが義務
付けられています。

九州北部豪雨災害復興支援コンサート
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平成26 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女郵便局

【未来を担う子どもの教育及び少子化対策事業】
▽内山　重夫（久留米市）

【その他市長が必要と認める特定の事業】
▽匿名　２件
※４月末現在累計額＝２, ４２１万１, ３０４円

◦木屋小学校へ
▽木屋小学校団体保険（ＰＴＡ）＝児童図書 23 冊
◦福島小学校へ
▽福島小学校ＰＴＡ＝ CD ラジカセ 14 台、ベンチ 15 個

ふるさと支援寄附のお礼（敬称略）

寄附のお礼（敬称略）

　
樋
口
善
造
氏
は
、
旧
八
女
中
、
八
女
高
在
学
中
か

ら
坂
本
繁
二
郎
先
生
に
師
事
さ
れ
、
東
京
芸
大
卒
業

後
は
日
展
、
光
風
会
な
ど
の
美
術
団
体
で
活
躍
。
１

９
８
３
年
、
52
歳
の
時
、
ド
イ
ツ
の
観
光
局
に
招
へ
い

さ
れ
渡
欧
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
重
厚
感
あ
ふ
れ
る
建
造
物
、

美
し
い
色
彩
感
覚
に
陶
酔
さ
れ
心
の
赴
く
ま
ま
に
夢
中

で
絵
を
描
き
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
４
年
、
50
年
振
り
に
帰
郷
さ
れ
、
黒
木
町

に
定
住
さ
れ
た
現
在
も
「
絵
は
心
で
描
く
も
の
」
と
気

力
溢
れ
る
作
品
を
創
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
交
流

館
企
画
展
で
は
、
樋
口
氏
に
ご
協
力
頂
き
「
樋
口
善
造 

創
作
展
」を
企
画
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝

期
間
＝
６
月
４
日
㈫
～
６
月
30
日
㈰

⃝

会
場
＝
八
女
市
横
町
町
家
交
流
館
（
本
町
94
番
地
）

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
同
館
　（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

樋
口
善
造
　

　  

創
作
展

6月の
横町町家
交流館の
催し

ドイツ・デュッセルドルフの公園

　八女市では「八女市第５期介護保険事業計画」に基づき、
介護を必要とする高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を
継続できるよう、地域密着型小規模多機能型居宅介護施設を
平成24年度から26年度に計画的に整備するため、指定候補
事業者の公募を行いました。選考決定については、八女市社
会福祉施設等の整備に関する選考委員会の審査結果および意
見を踏まえ、次の事業者を指定候補事業者として決定しました。
選考された事業者は、平成25年度中に施設整備を行い、地域
密着型サービス事業者としての指定を受けた後、平成26年４
月１日から小規模多機能型居宅介護施設（登録定員25人）と
してサービスの提供を開始する予定です。
⃝問い合わせ＝介護長寿課介護サービス係（☎ 23・2545）
公募した施設
数および定員 ３施設（登録定員 25 人）

整備予定地域

上陽・星野・矢部での整備を優先的に選考すること
にしていましたが、今回同地域からの応募はなかっ
たため、同地域以外の旧八女郡内からの応募につい
て、それぞれの地域の同種施設の適正配置等を考慮
し立花町に１事業所を整備することにしました。

応募事業者数 ２事業者
選考決定され
た事業所 医療法人社団　直心会

整備予定場所 八女市立花町白木６０８番地１

選考決定の理
由

選定基準に基づき慎重に審査を行い、同種の地域
密着型サービス事業所の適正配置および地元の意
見要望等を踏まえ、総合的に評価し決定しました。

公募結果について地域密着型小規模多
機能型居宅介護施設

九州北部豪雨災害復興支援コンサート
YOKACON2013
6/15㈯ 14:00開演（13：30開場）おりなす八女ハーモニーホール高校生以上：1000円／3歳以上：500円★チケットはおりなす八女で好評販売中♪

■深町まどか（フルート）＆関家真一郎（マリンバ）■猪口宏和（ファゴット）＆平洋子（ピアノ）■八女ジュニア合唱団　■YOKACON市民合唱団■ダニー馬場
問い合わせ＝穐

あきた

田さん（☎ 090・9471・0461）

よかコンサート

出演者

ゲスト
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平
成
25
年
４
月
か
ら
、
右
の
と
お
り
市
長

へ
の
は
が
き
の
様
式
を
一
部
変
更
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
投
稿
い
た
だ
い
た
人
の
個
人
情

報
保
護
の
観
点
に
よ
り
、「
１
」「
２
」 

に
つ
い

て
投
稿
者
ご
自
身
に
記
入
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

掲
載
可
ま
た
は
公
開
可
に
〇
を
つ
け
ら
れ

た
場
合
に
お
い
て
も
、
投
稿
者
等
個
人
が
特

定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
個
人
情
報
に
は

十
分
注
意
し
、
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
公
開
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
情
報

公
開
し
ま
す
。
〇
の
ご
記
入
が
な
い
場
合
は

掲
載
不
可
・
公
開
不
可
と
判
断
し
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
市
長
公
室
秘
書
広
報
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の

▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る

も
の

▽
明
ら
か
に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も
の

▽
そ
の
他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す
る
も
の

ま
す
。

　
内
科
・
歯
科
検
診
で
も
待
ち
時
間
が
あ

り
、
先
生
を
見
る
と
だ
れ
も
診
て
な
く
て
も

待
っ
て
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
患
者
の
多

い
病
院
で
は
順
番
の
一
つ
前
に
な
る
と
呼
び
出

し
、
診
察
室
前
に
待
機
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
子

ど
も
の
お
昼
寝
の
時
間
に
来
て
い
る
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
の
で
、改
善
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
女
性
）

　
こ
の
度
、
乳
児
健
診
で
の
待
ち
時
間
が
長

く
な
り
ま
し
た
こ
と
、
大
変
ご
迷
惑
を
か
け

て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
受
付
時
に

保
護
者
の
方
に
番
号
の
通
達
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
で
、
次
の
計
測
の
準
備
等
が
で
き

な
か
っ
た
な
ど
に
つ
い
て
は
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
保
護
者
の
方
に
も
番
号
札
を
お
渡
し

す
る
よ
う
に
し
、
順
番
が
よ
り
分
か
る
よ
う

に
対
応
を
改
善
い
た
し
ま
し
た
。

　
内
科
・
歯
科
健
診
時
に
医
師
が
診
察
し
て

い
な
い
時
が
あ
り
、
結
果
お
待
た
せ
す
る
状

況
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
診
察

時
に
精
密
検
査
の
紹
介
状
が
出
さ
れ
た
り
、

保
護
者
へ
の
説
明
等
の
対
応
を
し
た
り
し
て

い
る
場
合
な
ど
に
診
察
順
番
が
滞
る
こ
と
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
看
護
師
の
配
置
を
検
討

し
、
担
当
職
員
が
紹
介
状
等
の
対
応
を
行
う

こ
と
で
、
次
の
方
の
待
ち
時
間
が
で
き
な
い
よ

う
に
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
待
ち
時
間
を
少
な
く
乳
児
健
診

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
健
康
推
進
課
）

　
子
ど
も
の
健
診
時
の
待
ち
時
間
を
減
ら
す

努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
受
付
時

に
母
子
手
帳
に
番
号
札
を
差
し
込
ま
れ
ま
す

が
、
母
親
に
そ
の
番
号
は
知
ら
さ
れ
ま
せ
ん
。

で
も
呼
び
出
し
の
際
に
は
、
番
号
・
氏
名
を

呼
ば
れ
ま
す
。
呼
ば
れ
る
と
急
い
で
パ
ン
ツ
・

オ
ム
ツ
１
枚
ま
で
脱
が
せ
、
身
長
・
体
重
を

計
り
ま
す
。
せ
め
て
順
番
の
一
つ
前
に
呼
び
出

す
と
か
、
番
号
を
母
や
付
き
添
い
に
通
達
さ

れ
る
と
ず
い
ぶ
ん
時
間
短
縮
に
な
る
と
思
い

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの市へのご意見や質問な
どの投稿をお待ちしています。

乳
幼
児
健
診
の
待
ち
時
間
に
つ
い
て

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

様
式
を
一
部
変
更
し
ま
し
た

声

柑か
ん
き
つ橘の
枝し

だ垂
れ
に
重お

も
し
蕾

つ
ぼ
み
多た

た々

水み
ず
の
ま
ま
風か

ぜ
の
ま
ま
な
る
花は

な
い
か
だ筏

黙も
く
も
く々と

蕗ふ
き

む
く
午ご

ご後
の
孤こ

独ど
く

か
な

逆ぎ
ゃ
く
え
ん
縁
の
微ほ

ゝ
笑え

む
遺い

え
い影
散ち

る
桜

さ
く
ら

河こ
う
ぼ
ね骨の
浮う

き
葉は

明あ
か
り
の
山さ

ん
こ湖
か
な

堂ど
う
え
ん縁に

は
ば
か
り
も
な
く
花は

な
ふ
ぶ
き

吹
雪

献け
ん
燈と

う
に
か
ら
ま
る
房ふ

さ
や
藤ふ

じ
盛さ

か
り

八
女
紫
苑
句
会

田
中
サ
ト
リ

中
川
原
篤
子

松
崎
　
伸
子

松
延
み
さ
と

井
上
ト
シ
子

牛
島
　
景
子

堤
　
多
鶴
子

こころの復興願い　
被災地支援イベントを開催

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 25.6）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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6月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
3 ㈪ ,10 ㈪ ,17 ㈪ ,24 ㈪ ,28 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
3 ㈪ ,10 ㈪ ,17 ㈪ ,24 ㈪ ,28 ㈮図書館の休館日

6月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

4 ㈫ ,11 ㈫ ,18 ㈫ ,25 ㈫ ,28 ㈮

✿６月の館内整理日は28日㈮✿

幼児～小学生の皆さん対象で
す♪
♥本館＝1日、8日、15日、22日、
29日　（おはなしコーナー）
※いずれも土曜日14時から
※29日は小学生対象です。
♥黒木分館＝8日㈯11時～
おはなしコーナー

6月のよみきかせ

6月のあかちゃんよみきかせ
0～2歳くらいの赤ちゃん対
象です♪
♥本館＝15日㈯11時～　2
階研修室
♥黒木分館＝27日㈭11時
～　おはなしコーナー

の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

４
月
27
日
㈯
か
ら
５
月
12
日
㈰
ま

で
春
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。
本
館
１
階
に
図

書
館
で
の
マ
ナ
ー
や
本
の
取
り
扱
い

の
仕
方
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
掲
示

し
ま
し
た
。
秋
に
も
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

児
童
文
学
者
の
岩
崎
京

子
さ
ん
も
大
絶
賛
、
エ

プ
ロ
ン
お
じ
さ
ん
こ
と
、

別
院
清
さ
ん
の
読
み
聞

か
せ
で
す
。
絵
本
に
興

味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
期
日
＝
６
月
15
日
㈯

◦
場
所
・
時
間
＝
▽
黒

木
分
館
お
は
な
し
コ
ー

ナ
ー
10
時
～
▽
本
館

２
階
研
修
室
14
時
30

分
～

別院清さんプロフィール
1942年生まれ。和歌山県在住。全国各地の保育園や
幼稚園、小中学校で『エプロンおじさん』として、よ
みきかせを続けてきた。そのよみきかせは、子どもだ
けでなく大人までも聞くものを本の世界に導いていく。
よみきかせだけでなく、読書のすすめについての講演
も行っており、楽しくてわかりやすいと評判である。

～子どもの心を育てる～
エプロンおじさんよみきかせ

春

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

茶
の
国
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
復
興
支
援　

 

中
尾 

圭け
い

詞じ

さ
ん（
本
村
）

子どもとふれあうのが好きで、八女市
子ども会育成連絡協議会の指導委員
としても活動している中尾さん。仕事

（マッサージ業）以上にボランティア
活動に精を出す毎日です。

53
　

出
店
料
を
被
災
地
支
援
に
寄
付
す

る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
被
災
地
で
の

も
ち
つ
き
大
会
な
ど
、
市
内
で
復
興
支

援
事
業
に
取
り
組
む
『
茶
の
国
レ
ン

ジ
ャ
ー
』
。代
表
の
中
尾
圭
詞
さ
ん
は
、

仲
間
と
と
も
に
地
元
の
人
や
子
ど
も
た

ち
に
笑
顔
と
元
気
を
届
け
て
い
ま
す
。

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
、被

災
か
所
の
復
旧
だ
け
で
は
被
災
さ
れ
た
人

の
心
の
傷
は
癒
え
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
人
が
少
し
で
も
元
気
に
な

る
よ
う
に
、生
き
が
い
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
に
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
の
思
い
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
と
と
も
に
被
災
地
で

イ
ベ
ン
ト
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」

　

今
年
２
月
、
長
野
地
区
で
実
施
し
た

餅
つ
き
大
会
は
、
地
元
の
人
た
ち
と
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
の
再
会
の
場
、

ふ
れ
あ
い
の
場
、感
謝
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
尾
さ
ん
の
活
動
に
賛
同

し
、「
八
女
を
何
と
か
し
た
い
」と
の
熱

い
思
い
を
持
つ
若
者
が
集
ま
り
始
め
ま

し
た
。５
月
３
・
４
日
に
鉄
道
記
念
公
園

で
開
催
し
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、職

場
も
学
校
も
年
齢
も
違
う
メ
ン
バ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
揮
。２

日
間
で
延
べ
７
０
０
人
の
来
場
が
あ
る

な
ど
大
盛
況
で
、７
月
に
も
第
２
回
目

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

「
八
女
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
仲
間

が
増
え
、い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
頼

も
し
い
で
す
ね
。い
ず
れ
は
復
興
支
援
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
設
立
し
て
、コ
ン
サ
ー
ト
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
活
動
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。６

月
15
日
㈯
に
は
、こ
れ
ま
で
星
野
村
に
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
ら
れ
た
皆
さ
ん
に

感
謝
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
、星
野
村
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、八
女
市
役

所
星
野
支
所
と
共
催
で
開
催
し
ま
す
。一

般
の
方
も
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
」

こころの復興願い　
被災地支援イベントを開催

【
お
茶
と
笑
顔
の
大
感
謝
祭
】
⃝
日
時
＝
６
月

15
日
㈯
11
時
～
15
時
⃝
場
所
＝
森
の
工
作
館
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場（
星
の
ふ
る
さ
と
公
園
内
）

⃝
内
容
＝
だ
ご
汁
（
先
着
３
百
名
）、
ナ
カ
ジ
・

ka
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
木
下
晴
菜
さ
ん
等
出
演
⃝
問
い
合

わ
せ
＝
市
役
所
星
野
支
所
（
☎
５
２・３
１
１
２
）



14　2013.6.1　広報やめ

なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
こ
の
事
業
を
始
め
た
当
初
は
、「
世
界
」

と
冠
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
を
こ
ん
な
山
の
中

で
と
、
随
分
冷
や
か
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
時
私
が
教
育
長
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
ふ

る
さ
と
創
生
交
付
金
を
使
っ
て
村
歌
を

作
ろ
う
と
提
案
し
、
地
元
に
縁
の
あ
る

劇
作
家
の
栗
原
一
登
氏
に
作
詞
作
曲
を

依
頼
し
ま
し
た
。
す
る
と
栗
原
氏
か
ら
、

矢
部
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
村
が
発

展
す
る
よ
う
な
何
か
を
や
っ
て
欲
し
い
と

言
わ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
村
か
ら
ど
ん
な

文
化
情
報
を
発
信
す
る
か
。
矢
部
村
は

緑
豊
か
な
森
林
の
村
。
豊
か
な
地
球
環

境
は
豊
か
な
森
か
ら
と
考
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
地
球
環
境
保
護
を
考
え
た
と

き
に
、
矢
部
村
だ
け
の
取
り
組
み
で
は

何
も
な
ら
な
い
、
世
界
中
が
そ
の
気
に
な

ら
な
い
と
ダ
メ
だ
。
木
を
愛
し
育
む
気
持

ち
を
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
に
広
げ
て
い

き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
こ
の
世
界

子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
は
始
ま
り
ま

し
た
。

　

事
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
全
国
教

育
長
会
議
や
文
部
科
学
省
で
開
催
さ
れ

る
世
界
中
の
学
者
が
集
ま
る
会
議
に
た

く
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー
を
持
っ
て
参
加
を
呼

び
か
け
に
行
き
ま
し
た
。
ま
た
農
林
水

産
省
の
紹
介
で
、
森
と
む
ら
の
会
や
国

土
緑
化
推
進
機
構
を
創
設
さ
れ
た
、
高

木
文
雄
さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
「
日
本
列
島
に
は
も
う

資
源
が
な
い
。
石
炭
は
す
で
に
掘
り
つ
く

し
、
石
油
は
外
国
か
ら
買
っ
て
く
る
し
か

な
い
。
日
本
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
立

派
な
森
を
作
り
、
清
ら
か
な
水
を
生
み

出
す
よ
う
な
国
土
に
し
な
い
と
生
き
て
い

け
な
い
」
と
言
わ
れ
た
言
葉
は
、
今
で
も

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

受
賞
者
を
何
と
か
式
典
に
招
待
し
た

い
と
思
い
、
航
空
会
社
に
も
掛
け
合
い
ま

し
た
。
そ
の
会
社
で
久
留
米
出
身
の
方

と
出
会
い
、
彼
の
協
力
も
あ
っ
て
協
賛

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
こ
う
し

て
海
外
の
受
賞
者
に
航
空
券
を
手
配
す

る
こ
と
が
で
き
、
授
賞
式
や
記
念
植
樹

に
参
加
し
て
も
ら
う
事
も
で
き
ま
し
た
。

「
緑
」
を
通
し
て
出
会
っ
た
た
く
さ
ん
の

「
縁
」
と
と
も
に
、
コ
ン
ク
ー
ル
は
成
長

し
て
き
た
の
で
す
。

　
「
大
地
の
い
の
ち
・
自
然
の
め
ぐ
み
・

地
球
へ
の
愛
」
を
一
貫
し
た
テ
ー
マ
に
据

え
て
、
昨
年
で
22
回
を
迎
え
、
約
６
万

３
千
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
第
３

回
に
は
ス
ロ
べ
ニ
ア
の
子
ど
も
か
ら
海
外

第
１
号
の
応
募
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に

24
か
国
１
地
域
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
応
募
さ
れ
て
い
る
作
品
は
す
べ
て
保

管
し
、
い
つ
で
も
見
に
来
て
も
ら
え
る
よ

う
に
杣そ

ま
の
ふ
る
さ
と
文
化
館
内
に
展
示

し
て
い
ま
す
。
中
に
は
鹿
児
島
や
大
阪
、

海
外
な
ど
遠
方
か
ら
の
訪
問
が
あ
っ
た

り
、「
お
父
さ
ん
は
こ
ん
な
絵
を
描
い
た

ん
だ
よ
」
と
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
作
品

を
見
に
来
ら
れ
る
家
族
も
い
ま
す
。
作

品
を
通
じ
て
国
境
や
世
代
を
越
え
た
交

流
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
は
う
れ
し

い
こ
と
で
す
ね
。

　

地
球
上
に
は
私
た
ち
人
間
だ
け
で
は

な
く
、
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
自
然
と
の
共
生
な
く
し

て
私
た
ち
は
生
き
て
い
け
な
い
の
で
す
。

一
木
一
草
に
も
命
が
あ
る
。
万
物
の
命
を

感
じ
取
る
力
、
そ
し
て
共
感
し
感
動
す

る
力
を
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ

の
力
は
や
が
て
人
を
思
い
や
る
力
と
な

り
、
こ
の
故
郷
を
守
り
育
ん
で
い
く
大
き

な
力
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

緑
豊
か
な
森
は
、
わ
た
し
た
ち
の
心
を
癒い

や
し
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
育
む
。
あ
ふ
れ
る
緑
に
囲
ま

れ
た
八
女
市
で
は
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
地
球
全
体
と
し
て

見
る
と
、
森
林
破
壊
が
進
み
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
森
林
破
壊
は
災
害
発
生

に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
空
気
や
水
の
浄
化
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
人
々
の
生
活
や

命
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
森
林
を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
生
活

や
命
を
守
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
20
年
以
上
に
わ
た
り
緑
を
守
る
取
り
組
み
を
発
信
し
続
け
て
い
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
・
コ
ス
モ
ネ
ッ
ト
事
務
局
を
訪
問
し
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。

矢
部
村
か
ら
世
界
へ
、緑
を
発
信
！

世
界
子
ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル

世
界
に
目
を
向
け
た

取
り
組
み
を

世
界
子
ど
も
愛

樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル

特
別
相
談
役

　
椎し
い
ま
ど窓  

猛た
け
しさ

ん

「
緑み
ど
り」
が
つ
な
い
だ
「
縁え
ん
」

万
物
の
命
を
感
じ
る
力
を
伝
え
た
い

受賞作品は館内に展示されいつでも見学できます

矢部保育園 髙山紗
さ き

希さん（5歳）の作品
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日
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍

す
る
女
性
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、意
欲
が
あ
り
な
が
ら
も
、

そ
の
能
力
が
十
分
発
揮
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
女
性
も
多
い
の
で
す
。
こ
の

背
景
に
は
、「
男
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
」

「
女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
っ
た
、

個
人
の
能
力
や
資
質
と
は
関
係
な
く
、

性
別
に
よ
っ
て
役
割
を
決
め
よ
う
と

す
る
『
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
』

が
い
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
要
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
意
識
を
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
そ
の
機
会
を
増
や
し
て
い
く
た
め

に
は
、
施
策
や
方
針
の
立
案
お
よ
び

意
思
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、国
や
企
業
で
は「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
と
は
、
男
女
の
固
定
的
性
別
役
割

分
担
意
識
や
過
去
の
経
緯
か
ら
、「
営

業
職
に
女
性
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
」、

「
課
長
職
以
上
の
管
理
職
は
大
半
を
男

性
が
占
め
て
い
る
」、「
会
議
の
話
し
合

い
や
決
定
の
場
に
女
性
の
参
画
が
少

な
い
」
な
ど
男
女
間
に
差
が
生
じ
て
い

る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
差
を
解
消
し
よ

う
と
行
う
自
主
的
か
つ
積
極
的
な
取

り
組
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

企
業
に
お
い
て
、「
女
性
の
職
域
が

広
が
ら
な
い
」、「
な
か
な
か
女
性
の
管

理
職
が
増
え
な
い
」
な
ど
女
性
の
能

力
が
十
分
活
か
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ

た
場
合
や
、
地
域
に
お
い
て
、
自
治
会

長
等
の
要
職
や
意
思
決
定
の
場
は
「
大

半
を
男
性
が
占
め
て
、
決
め
て
い
る
」

と
い
っ
た
場
合
で
は
、
こ
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
よ
り
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る

よ
う
に
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

長
や
リ
ー
ダ
ー
を
選
ぶ
際
に
は
、

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
適
任
者
を
選
ぶ

よ
う
に
す
る
、
ま
た
女
性
も
積
極
的

に
責
任
あ
る
役
を
引
き
受
け
て
み
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

 　

八
女
市
で
は
、
第
３
次
八
女
市
男

女
共
同
参
画
行
動
計
画
に
「
政
策
・

方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の

促
進
」
を
掲
げ
て
お
り
、
市
の
審
議
会

等
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
女
性
委
員
の

割
合
を
平
成
27
年
度
ま
で
に
40
％
に

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
国
の
数
値
目
標
が
平
成
32

年
ま
で
に
30
％
、
県
は
40
％
以
上
を
維

持
す
る
と
積
極
的
に
女
性
委
員
を
登

用
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
が
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
活
躍
で
き
る
よ
う
「
女
性
人
材
リ

ス
ト
」
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
男
女
共

同
参
画
、
人
権
、
法
律
、
行
政
、
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
分
野
で
、
講
師
や
審

議
会
の
委
員
を
し
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
や

講
演
会
で
勉
強
し
た
り
、
活
躍
の
場

は
い
ろ
い
ろ
で
す
。

⃝

登
録
で
き
る
人
＝
八
女
市
在
住
か

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

⃝

登
録
の
方
法
＝
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課
に
あ
る
登
録
票
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

登
録
票
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

ポジティブ・アク
ションのすすめ
男女共同参画生涯学習課 男女共同参画推進係（☎ 23・1314）

今

施
策
等
の
立
案
や
意
思
決
定
へ
の

女
性
の
参
画
を
進
め
る
た
め
に

女
性
人
材
リ
ス
ト
に
登
録
し
ま
せ

ん
か

内閣府男女共同参画週間（6月23日～29日）特集
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平
成
25
年
度
の
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書

を
６
月
７
日
付
で
郵
送
し
ま
す
。
納
税
通
知

書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
県
民
税
が

課
税
さ
れ
な
い
人
へ
の
非
課
税
の
お
知
ら
せ

は
発
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

平
成
25
年
度
の
市
県
民
税
は
、
１
月
１
日

に
本
市
に
住
所
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
平
成

24
年
中
の
所
得
を
も
と
に
計
算
し
、
決
定
し

ま
す
。
退
職
な
ど
に
よ
り
現
在
収
入
が
な
く

て
も
、
平
成
24
年
中
に
収
入
が
あ
れ
ば
課
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在

◦
市
内
に
居
住
し
平
成
24
年
中
に
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
っ
た
人

◦
市
内
に
居
住
し
て
い
な
い
が
、
市
内
に
事
務

所
、
事
業
所
、
家
屋
敷
を
所
有
し
て
い
る
人

【
均
等
割
も
所
得
割
も
か
か
ら
な
い
人
】

◦
平
成
24
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
人

◦
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

◦
障
害
者
、
未
成
年
、
寡
婦
（
寡
夫
）
で
平

成
24
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円

以
下
の
人

◦
平
成
24
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、
28
万

円
に
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養

親
族
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
控
除

対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
金
額
に
さ
ら
に
16
万
８
千
円
を

加
算
し
た
金
額
）
以
下
の
人

【
所
得
割
が
か
か
ら
な
い
人
】

◦
平
成
24
年
中
の
総
所
得
金
額
等
が
、
35
万

円
に
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶
養

親
族
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
控
除

対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
金
額
に
さ
ら
に
32
万
円
を
加
算

し
た
金
額
）
以
下
の
人

　
市
県
民
税
を
納
め
る
方
法
は
、
主
に
次
の

と
お
り
で
す
。

◦
納
税
通
知
書
で
納
め
る
方
法
（
普
通
徴

収
）・
・
・
事
業
所
得
者
な
ど

※
市
か
ら
個
人
あ
て
に
直
接
送
付
す
る
納
税

通
知
書
（
６
月
７
日
付
発
送
）
に
よ
り
、
年

税
額
を
平
成
25
年
６
月
、
８
月
、
10
月
、
平

成
26
年
１
月
の
４
回
の
納
期
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
勤
務
先
で
給
与
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
る

方
法
（
給
与
特
別
徴
収
）・
・
・
給
与
所
得
者

※
年
税
額
を
平
成
25
年
６
月
か
ら
平
成
26
年

５
月
ま
で
の
12
回
に
分
け
て
、
給
与
か
ら
差

し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
る
方
法

（
年
金
特
別
徴
収
）・
・
・
公
的
年
金
受
給
者

※
年
税
額
を
平
成
25
年
４
月
か
ら
平
成
26
年

２
月
ま
で
年
金
支
給
月
の
６
回
に
分
け
て
、
年

金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
22
年
10
月
支
給
の
年
金
か
ら
市
県
民

税
の
特
別
徴
収
（
以
下
「
年
金
特
徴
」）
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
年
金
特
徴
と
は
、
市
県
民

税
の
う
ち
、
公
的
年
金
に
か
か
る
市
県
民
税

徴収方法 自分で納付（普通徴収） 年金からの引き落とし（特別徴収）

年 度 前半 後半

徴 収 月 6月 8月 10月 12月 2月

税 額

3,000円 3,000円 2,000円 2,000円 2,000円

１／４ １／４ １／６ １／６ １／６
年税額の 年税額の

徴収方法 年金からの引き落とし（特別徴収）

年 度 前半（仮徴収） 後半（本徴収）

徴 収 月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税 額

2,000円 2,000円 2,000円 3,000円 3,000円 3,000円

１／３ １／３ １／３
25年2月と同じ額 25年度税額の残りの

現在まで年金から特別徴収されていない人、または
年金からの特別徴収が途中で中止になった人

前年度に引き続き特別徴収の人

例平成25年度の税額が12,000円の場合

例平成25年度の税額が15,000円、平成25年2月の徴収税額
が2,000円だった場合

例
１

例
２

税▼
市
県
民
税
を
納
め
る
人

▼
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人

▼
納
め
る
方
法

▼
公
的
年
金
か
ら
の
市
県
民
税
の

引
き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）

平
成
25
年
度
市
県
民
税
に
つ
い
て

◉
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
３
）

公的年金からの市県民税の徴収方法



額
を
年
金
か
ら
差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ

く
制
度
で
す
。

年
金
特
徴
は
、
徴
収
方
法
が
変
更
に
な
る

だ
け
で
、
市
県
民
税
の
税
額
が
変
更
に
な
る

制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
対
象
と
な
る
人

次
の
①
～
⑤
す
べ
て
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

人①
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
満
65
歳

以
上
の
人
（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

②
公
的
年
金
に
か
か
る
所
得
に
対
し
て
市
県

民
税
が
課
税
さ
れ
る
人

③
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
、
老

齢
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人

④
平
成
25
年
１
月
１
日
以
降
引
き
続
き
八
女

市
内
に
お
住
ま
い
の
人

⑤
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
さ

れ
て
い
る
人

※
ご
自
身
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
か
は
、
６
月

７
日
付
発
送
の
市
県
民
税
納
税
通
知
書
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

◦
徴
収
方
法　
※
16
ペ
ー
ジ
参
照

　
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
対
す
る
市
県

民
税
を
、
年
６
回
（
４
月
・
６
月
・
８
月
・
10

月
・
12
月
・
翌
年
２
月
）
の
年
金
支
給
月
ご
と

に
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
ま
す
（
特
別
徴
収
）。

■
生
命
保
険
料
控
除
の
改
正

　
こ
れ
ま
で
の
生
命
保
険
料
控
除
で
あ
る
「
一

般
生
命
保
険
料
控
除
」
お
よ
び
「
個
人
年
金

保
険
料
控
除
」
の
２
種
類
に
加
え
て
、
平
成

24
年
１
月
１
日
以
降
に
締
結
し
た
生
命
保
険

契
約
等
（
新
契
約
）
に
係
る
生
命
保
険
料
控

除
と
し
て
、新
た
に「
介
護
医
療
保
険
料
控
除
」

（
介
護
保
障
又
は
医
療
保
障
を
内
容
と
す
る
主

契
約
又
は
特
約
に
係
る
支
払
保
険
料
等
に
つ

い
て
の
控
除
）
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
１
月
１
日
以
後
に
締
結

し
た
生
命
保
険
契
約
に
つ
い
て
の
控
除
適
用

限
度
額
は
、「
一
般
生
命
保
険
料
控
除
」、「
個

人
年
金
保
険
料
控
除
」、「
介
護
医
療
保
険
料

控
除
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
２
万
８
千
円
、
合

計
適
用
限
度
額
は
７
万
円
で
す
。

新契約
Ａ

旧契約
Ｂ

一般生命保険料控除、個人年金保険料控除、
介護医療保険料控除の控除額について、そ
れぞれ【表1】のとおり計算します。

今までどおり、一般生命保険料控除および個
人年金保険料控除の控除額について、それ
ぞれ【表2】のとおり計算します。

新契約と旧契約の双方で一般生命保険料控除または個人年金
保険料控除の適用を受ける場合には、一般生命保険料控除ま
たは個人年金保険料控除の控除額は、それぞれ次のAおよびB
の金額の合計額（上限28,000円）になります。
なお、「一般生命保険料控除」、「個人年金保険料控除」、「介護
医療保険料控除」の合計適用限度額は70,000円です。

新契約Ａ　支払保険料は【表1】により計算した金額　
旧契約Ｂ　支払保険料は【表2】により計算した金額

一般生命保険料控除
適用金額 28,000円

個人年金保険料控除
適用金額 28,000円

介護医療保険料控除
適用金額 28,000円

+ +
一般生命保険料控除
適用金額 35,000円

個人年金保険料控除
適用金額 35,000円

新旧双方で適用を
受ける場合は

上限 28,000円

新旧双方で適用を
受ける場合は

上限 28,000円

＜新契約と旧契約の双方で適用を受ける場合のイメージ＞
合計適用限度額　70,000円

平成24年1月1日以後に締結した保険
契約分

平成23年12月31日以前に締結した保
険契約分

新契約と旧契約の双方で適用を受ける場合の控除額
の計算

支払保険料の金額 生命保険料控除額

12,000円以下 支払保険料の金額

12,000円超32,000円以下 支払保険料の金額×1/2＋6,000円

32,000円超56,000円以下 支払保険料の金額×1/4＋14,000円

56,000円超 28,000円

【表1】

支払保険料の金額 生命保険料控除額

15,000円以下 支払保険料の金額

15,000円超40,000円以下 支払保険料の金額×1/2＋7,500円

40,000円超70,000円以下 支払保険料の金額×1/4＋17,500円

70,000円超 35,000円

【表2】 

旧契約
Ｂ

新契約
Ａ

▼
平
成
25
年
度
（
平
成
24
年
分
所
得
）

課
税
の
主
な
改
正
点

生
命
保
険
料

控
除
が
改
正
さ

れ
て
い
ま
す
！
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平
成
24
年
度
地
産
地
消
優
良

活
動
表
彰
に
お
い
て
、「
有
限
会

社
道
の
駅
た
ち
ば
な
」
が
、
九

州
農
政
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
同
社
代
表
取
締
役
の
中
島

健
介
さ
ん
ら
が
４
月
26
日
㈮
、

市
役
所
を
訪
れ
三
田
村
市
長
に

受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
の

表
彰
は
、
地
産
地
消
の
取
組
を

一
層
促
進
す
る
た
め
に
、
全
国

各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
地
条
件

を
活
か
し
た
創
意
工
夫
の
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
地
産
地
消
の
取
組
・

活
動
の
中
で
、
成
果
や
持
続
性

等
に
つ
い
て
優
れ
た
取
組
・
活

動
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
実
績

が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

中
島
さ
ん
は
、「
こ
の
受
賞
を

励
み
に
さ
ら
に
地
産
地
消
の
活

動
を
充
実
さ
せ
て
、
地
域
の
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

福
岡
県
下
最
高
峰
の
釈
迦
岳
を

含
む
矢
部
村
山
系
の
山
開
き
が
４

月
27
日
㈯
、
杣
の
里
渓
流
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
１
年

間
の
登
山
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。今

年
は
例
年
よ
り
山
開
き
を
早

め
に
開
催
し
た
た
め
、
登
山
道
途

中
の
原
生
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
ま
だ

つ
ぼ
み
で
し
た
が
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
民
謡
の
披
露
を
行
い
、
新
緑

の
山
々
に
木
挽
き
唄
や
茶
山
唄
が

響
き
渡
り
ま
し
た
。

日
本
全
国
に
絵
本
を
載
せ
た

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で
駆
け
巡
る
講

談
社
の
「
本
と
あ
そ
ぼ
う 
全
国

訪
問
お
は
な
し
隊
」
が
４
月
７
日

㈰
、
八
女
市
立
図
書
館
黒
木
分
館

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

オ
レ
ン
ジ
色
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
に
は
約
５
５
０
冊
の
絵
本
。

子
ど
も
た
ち
は
自
由
に
絵
本
を
選

ん
だ
り
、
読
ん
だ
り
し
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書

館
内
で
は
お
は
な
し
隊
の
読
み
聞

か
せ
も
行
わ
れ
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
は
、
話
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ

う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
兄

弟
で
来
て
い
た
一
人
は
「
た
く
さ
ん

の
本
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

土
橋
町
内
会
で
は
４
月
22
日
㈪
、

町
内
団
体
役
員
な
ど
16
人
で
筑
後

市
に
あ
る
下
水
道
施
設
「
矢
部
川

浄
化
セ
ン
タ
ー
」を
見
学
し
ま
し
た
。

管
理
棟
内
の
研
修
室
で
、
施
設

は
福
岡
県
で
８
番
目
の
施
工
と
な
っ

た
こ
と
や
浄
化
工
程
は
微
生
物
を

利
用
し
９
段
階
を
経
て
消
毒
し
て

山
ノ
井
川
に
放
流
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、

地
下
５
階
に
下
り
東
西
１
０
０
㍍

の
地
下
施
設
を
歩
い
て
見
学
し
ま

し
た
。
こ
れ
だ
け
の
広
大
な
施
設

の
中
の
配
管
や
配
線
、
機
械
の
姿

を
直
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
今
ま

で
の
考
え
方
が
少
し
変
わ
り
ま
し

た
。
職
員
36
人
が
昼
夜
を
問
わ
ず

管
理
室
で
監
視
し
、
地
下
５
階
を

自
転
車
で
走
り
な
が
ら
管
理
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
私

た
ち
が
流
し
た
生
活
排
水
や
し
尿

処
理
水
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ど
こ

に
流
れ
て
い
く
か
が
分
か
り
、
一

同
見
学
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　（
小
川
博
文
）

賞状を手にする中島代表取締役（中央）

おはなし隊の読み聞かせに聞き入っていました

新緑の山々に木挽き唄が響き渡りました

職員の説明を受けながら施設を見て回りました

矢
部
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た

地
産
地
消
の
取
組
で
九
州
農
政
局
長
賞
受
賞

登
山
者
の
安
全
願
う

矢
部
村
山
系
山
開
き

本
と
ふ
れ
あ
う
ひ
と
と
き

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
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長
期
に
わ
た
り
、
住
民
と
行
政

を
結
ぶ
行
政
相
談
委
員
と
し
て
尽

力
し
て
い
た
だ
い
た
轟
弘
道
さ
ん

（
矢
部
村 

通
算
11
年
11
か
月
）、
西

村
政
廣
さ
ん
（
立
花
町 

通
算
６

年
）、
中
園
正
一
さ
ん
（
八
女
市 

通
算
４
年
）
の
３
人
に
、
総
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
、
地
域
で
の
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
相
談
や
手
続
き
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
に
対
す

る
助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知

な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
１
日
号
の
広
報
に
て
相
談
日

程
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
本
庁
総
務
課
お
よ

び
各
支
所
総
務
課

茶
祖
に
新
茶
を
献
上
し
50
年
の
節
目
を
迎
え
る

復
興
支
援
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

福島高校生活デザイン科の生徒らは久留米絣を使った小物などを販売

（上）感謝状を受け取る松本さん
（右）新茶が献上されました

感謝状を手にする轟さんと西村さん（中央右から）

Ａパート
男子の部　優勝　二牟禮・小柳
２位　時枝・田代　３位　野田・仲
女子の部　優勝　鹿田・山口
２位　山下・森崎　３位　藤吉・石橋
Ｂパート
男子の部　優勝　馬場・中山
２位　中島・永野
女子の部　優勝　黒田・下川
２位　山崎・川床
Ｃパート
女子の部　優勝　大靏・平井　
２位　井上・田中

ＳＰＯＲＴＳ

第59回大藤まつり
テニス大会
　　　期日　4 月 27 日㈯
　　   会場　黒木中学校

黒
木
町
笠
原
の
霊
巌
寺
で
立
春

か
ら
数
え
て
八
十
八
日
に
あ
た
る

５
月
２
日
㈭
、
献
茶
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
八
女
茶
の
種

子
を
持
ち
帰
り
当
時
の
庄
屋 

松
尾

太
郎
五
郎
久
家
に
栽
培
法
な
ど
を

伝
え
た
栄
林
周
端
禅
師
の
威
徳
を

し
の
ぶ
と
と
も
に
、
茶
業
の
振
興

発
展
を
祈
念
す
る
も
の
で
今
年
で

50
回
を
数
え
ま
し
た
。

茶
業
関
係
者
の
ほ
か
小
川
県
知

事
な
ど
約
２
０
０
人
が
出
席
、
献

茶
の
あ
と
、
茶
祖
へ
の
感
謝
と
茶

業
の
発
展
を
祈
り
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
の
八
女
茶
山
唄
日
本
一
大
会

グ
ラ
ン
プ
リ
の
田
中
裕
子
さ
ん
が
、

茶
揉
み
唄
と
し
て
歌
い
継
が
れ
て

い
る
「
八
女
茶
山
唄
」
を
奉
納
し

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ

し
た
小
川
県
知
事
は
、「
昨
年
の

九
州
北
部
豪
雨
で
茶
畑
な
ど
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
が
、
関
係
者
の

懸
命
な
努
力
に
よ
り
生
育
も
順
調

で
昨
年
以
上
の
濃
厚
な
香
り
豊
か

な
八
女
茶
と
な
り
ま
し
た
。
関
係

者
の
努
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

八
女
茶
が
国
内
外
を
問
わ
ず
、
た

く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に

県
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
50
回
を
記
念
し
て
献
茶

祭
の
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
松
本

廣
さ
ん
な
ど
４
人
に
三
田
村
市
長

か
ら
感
謝
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

九
州
北
部
豪
雨
復
興
支
援
の

た
め
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
八

女
の
市
」
が
５
月
３
日
㈷
４
日
㈷

の
二
日
間
、
鉄
道
公
園
で
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
八
女
を
元
気
に

と
活
動
し
て
い
る
若
者
グ
ル
ー
プ

「
茶
の
国
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
が
企
画
し

た
も
の
で
、
会
場
内
に
は
２
日
間

で
80
店
、
延
べ
７
０
０
人
が
来
場

す
る
な
ど
賑
わ
い
ま
し
た
。
趣
旨

に
賛
同
し
た
福
島
高
校
の
生
徒
た

ち
も
出
店
。
生
活
デ
ザ
イ
ン
科
の

生
徒
が
久
留
米
絣
を
使
っ
た
小
物

を
販
売
し
た
り
、
生
徒
会
が
復
興

支
援
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
陸
前
高
田
産

の
ガ
レ
キ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を

販
売
し
た
り
し
ま
し
た
。
３
年
生

の
田
﨑
桃
香
さ
ん
は
「
八
女
の
復

興
支
援
に
役
立
て
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

茶
の
国
レ
ン
ジ
ャ
ー
代
表
の
中
尾

圭
詞
さ
ん
は
「
八
女
を
愛
す
る
20

代
か
ら
30
代
の
若
者
が
集
ま
っ
て

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
八

女
を
活
性
化
し
て
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
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◦
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課
美

し
い
景
観
係
（
☎
２
３・２
５
７
７
）

　
「
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
ま

ち
づ
く
り
と
私
」
を
テ
ー
マ
に
、
佐

藤
靖
典
さ
ん
（
福
岡
県
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
専
務
理
事
）
に
よ
る
講

演
。
お
い
し
い
カ
レ
ー
や
た
こ
焼
き

な
ど
の
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
９
日
㈰
９
時
～
14

時
※
講
演
10
時
30
分
～
11
時
30
分

◦
場
所
＝
上
妻
小
学
校
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
妻
よ
ら
ん
か

い・鵜
木
さ
ん（
☎
２
２・２
６
１
１
）

◦
日
時
＝
６
月
９
日
㈰
９
時
出
発

◦
コ
ー
ス
＝
岩
戸
山
古
墳
駐
車
場

（
集
合
）～
石
人
山
古
墳

※
往
復
８
㌔

◦
参
加
費
＝
一
般
百
円
、
会
員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

鶴
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
３
３
２
６
・

３
１
３
３
）

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
患
者
・
家
族
を

対
象
に
開
催
し
ま
す
。
６
月
７
日

㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
費
無
料

◦
日
時
＝
６
月
11
日
㈫ 

13
時
30
分

～
15
時
30
分
（
受
付
13
時
～
）

◦
場
所
＝
福
岡
県
八
女
総
合
庁
舎

２
階
デ
イ
ケ
ア
室

◦
内
容
＝
表
現
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
座
談
会
「
声
を
出
し
て
元

気
に
！
笑
顔
に
！
」
講
師
・
牟
田

礼
子
さ
ん

◦
申
し
込
み
＝
県
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
６
１
０

O
０
９
４
４
・
７
４
・
３
２
９
５
）

◦
日
時
＝
６
月
８
日
㈯
14
時
～
16

時
※
毎
月
第
２
土
曜
日
開
催

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
第
２
研

修
室

◦
会
費
＝
年
１
回
千
円

◦
講
師
＝
大
津
英
郎
さ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
水
町
さ
ん

（
☎
２
２
・
５
６
３
２
）
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◦
内
容
＝
す
ぐ
に
活
か
せ
る
、
カ

ラ
ー
術
！
～
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
レ
ッ
ス
ン
～

◦
対
象
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
女
性

※
定
員
30
人
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

◦
申
込
期
間
＝
６
月
３
日
㈪
～
14

日
㈮
17
時
ま
で

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課

（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

　
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
ま
す
。

室
内
用
運
動
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

◦
日
時
＝
６
月
８
日
㈯
20
時
～

※
毎
月
第
２
土
曜
日

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　

平
成
24
年
度
に
補
助
事
業
に

よ
っ
て
復
原
修
理
さ
れ
た
町
家
等

の
見
学
会
。
建
物
の
特
徴
や
歴
史
、

復
原
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
八
女
福
島
町
並
み
保
存
会

主
催
。
事
前
申
込
不
要
、
駐
車
場

は
市
役
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
６
月
９
日
㈰
10
時
～
12

時
※
４
～
６
軒
程
度

◦
集
合
＝
横
町
町
家
交
流
館

お
知

ら
せ

◦
日
時
＝
７
月
～
11
月
の
土
曜
日

（
月
２
回
14
時
～
15
時
30
分
）
※
初

回
７
月
13
日
㈯

◦
定
員
＝
先
着
20
人

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

ほ
か

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
６
月
18
日

㈫
ま
で
に
文
化
課
へ
（
☎
２
３
・
１

９
８
２
）

　
自
信
を
持
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
受
講
料
無
料
、
要

申
込
み
。
託
児
（
生
後
６
か
月
～

就
学
前
）
は
申
込
時
に
要
予
約
。

◦
日
時
＝
７
月
２
日
㈫
、
16
日
㈫
、

30
日
㈫
い
ず
れ
も
19
時
～
21
時
　

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
交
流
棟

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
講

座
（
第
１
弾
）

古
文
書
講
座

健
康
ウ
オ
ー
ク（
５
０
０
選
ウ
オ
ー
ク
）

上
妻
ま
つ
り（
福
祉
の
つ
ど
い
）

八
女
福
島
の
伝
統
的
町
並
み

修
理
事
業
見
学
会

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
教
室

「
源
氏
物
語
」
須
磨
よ
り
～

教
室
・
講
座

ひまわり学童 
指導員・児童・生徒

八女地区心身障害児保育事業

青年サークル
参加者募集！

　ょうがいがある小中高生対象の学童保
育所指導員と利用児童・生徒を募集し

ます（夏休み期間のみでも可）。
【指導員】※履歴書・申請書提出後面接。
◦資格・定員＝18 歳～ 50 歳（高卒以上）で、
しょうがいのある児童との遊びや関わりを一緒
に楽しめる人。５～ 10 人程度
◦勤務時間＝13 時～ 18 時 30 分（変動あり）
◦時給＝７５０円

【児童】※利用には登録が必要です。面談あり。
◦対象＝市内居住で身体障害者手帳・療育手
帳を持つ18 歳未満の人および同等のしょうが
いが認められる人
◦利用時間＝13 時 15 分～ 18 時
◦利用料金＝１回 3００円

【共通】◦締め切り＝定員になりしだい
◦申込・問い合わせ＝ひまわり学童（立
花町 1738-1）（☎O23・2246）
※連絡は月～土 13 時～ 18 時 30 分

　年相互の仲間づくりと情報交換を行い
ながら地域の活性化を担うグールプや

リーダー養成を目的とした青年サークルの
参加者を募集します。仲間づくりや、同世
代との充実した楽しい時間を過ごしません
か。多数のご参加をお待ちしています。
◦内容＝参加者で企画・立案し実践します。

（ボランティア、レクリエーション、各種研
修会参加など）
◦期間＝平成 25 年 7 月～平成 26 年 3 月
◦対象＝八女市内在住または八女市に勤務
する 18 ～ 35 歳の男女
◦参加費＝内容に応じて徴収
◦申込締切＝ 6 月 20 日㈭
◦申込・問い合わせ＝男女共同参画・生涯
学習課　（☎２３・１３１８）

し

青

募集
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２
千
円
（
各
回
）
／
雑
貨
コ
ー
ス

よ
り
も
や
や
経
験
を
要
し
ま
す
。

①
②
共
通
◦
場
所
＝
白
城
の
里 

旧

大
内
邸
（
立
花
町
白
木
３
２
４
５
）

◦
時
間
＝
各
回
10
時
～
15
時

◦
講
師
＝
河
野
ち
は
る
さ
ん
（
布

物
制
作
「hum

anite

」）

◦
持
参
物
＝
布
（
古
着
物
、
生
地
、

手
ぬ
ぐ
い
な
ど
各
種
）、
糸
切
り
バ

サ
ミ
、
裁
ち
バ
サ
ミ
、
縫
い
針
、
マ

チ
針
　
※
昼
食
５
百
円
要
予
約

◦
定
員
＝
各
回
15
人
先
着
順

◦
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝
大
内
邸

保
存
会
（
☎
３
５
・
０
４
１
５
）

　
市
営
住
宅
に
空
室
が
出
た
場
合
、

毎
年
（
２
月
、５
月
、８
月
、11
月
）

年
４
回
公
開
の
抽
選
会
を
し
て
い

ま
す
。
入
居
申
込
は
、
常
時
八
女

市
役
所
本
庁
、
黒
木
総
合
支
所
、

各
支
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
各

抽
選
月
の
前
月
末
ま
で
に
申
込
者

対
象
に
抽
選
）。
資
格
等
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
／
黒
木
総

合
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１

１
７
）
／
立
花
支
所
建
設
課
（
☎

２
３
・
４
９
３
０
）
／
上
陽
支
所

建
設
経
済
課
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

／
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４

７
・
３
１
１
１
）
／
星
野
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

◦
場
所
＝
国
立
阿
蘇
青
少
年
交
流

の
家

◦
参
加
費
＝
３
千
円

◦
申
込
期
間
＝
６
月
３
日
㈪
～
６

月
11
日
㈫

◦
申
込
方
法
＝
申
込
書
を
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
、
黒
木
総

合
支
所
お
よ
び
各
支
所
総
務
課
の

い
ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
と
募
集
チ
ラ
シ
は
各
学
校

を
通
じ
て
配
付
し
て
い
ま
す
。
※
参

加
者
の
事
前
説
明
会
を
７
月
13
日

㈯
14
時
か
ら
、
お
り
な
す
八
女
は

ち
ひ
め
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課(

☎
２
３・１
３
１
８
）

　
大
切
な
人
と
の
思
い
出
の
着
物

が
眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。そ
ん
な
古
着
や
布
を
持
ち
寄
り
、

生
活
に
便
利
な
小
物
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
雑
貨
コ
ー
ス
は
毎
回
１
つ
ず
つ
、

エ
プ
ロ
ン
ワ
ン
ピ
ー
ス
コ
ー
ス
は
全
５

回
で
１
着
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

①
雑
貨
コ
ー
ス
…
…
隔
月
木
曜（
単

発
参
加
も
可
能
）
6
月
27
日
、
8

月
29
日
、
10
月
31
日
、
12
月
19
日
、

２
月
20
日
／
参
加
費
千
円
（
各
回
）

／
初
心
者
歓
迎
。
②
エ
プ
ロ
ン
ワ
ン

ピ
ー
ス
コ
ー
ス
…
毎
月
木
曜
（
な
る

べ
く
全
日
程
参
加
で
き
る
人
）
７

月
11
日
、
8
月
8
日
、
９
月
12
日
、

10
月
17
日
、
11
月
14
日
／
参
加
費

ん
で
す
。託
児
あ
り
、参
加
費
無
料
、

材
料
費
等
６
０
０
円
必
要

◦
日
時
＝
初
回
６
月
15
日
㈯
10
時

～
11
時
15
分
（
年
６
回
開
催
）

◦
会
場
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒

木
公
民
館
（
☎
４
２
・
９
７
３
０
）

　
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
集
団

生
活
を
行
い
、
野
外
調
理
、
自
然

体
験
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
通
学

す
る
小
学
５
年
生
～
中
学
３
年
生

◦
期
日
＝
７
月
28
日
㈰
～
30
日
㈫

◦
定
員
＝
80
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

材
料
費
＝
３
千
円
（
１
回
分
）

②
パ
ソ
コ
ン
講
座
…
…
こ
れ
か
ら
パ

ソ
コ
ン
を
始
め
る
人
向
け
。
ス
イ
ッ

チ
の
入
れ
方
、
文
章
作
成
等
の
基

本
を
学
び
ま
す
。
10
人
募
集

◦
日
時
＝
７
月
29
日
㈪
～
８
月
２

日
㈮
10
時
～
12
時
、
全
５
回

◦
場
所
＝
黒
木
公
民
館
保
健
相
談
室

◦
受
講
料
＝
千
円

①
②
共
通

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
公

民
館
（
☎
４
２
・
９
７
３
０
）
※
ど

の
講
座
も
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

　
子
育
て
・
孫
育
て
中
の
人
や
子

育
て
支
援
に
興
味
の
あ
る
人
募
集
。

内
田
美
智
子
さ
ん
の
講
演
や
マ
ク
ロ

ビ
の
料
理
教
室
な
ど
盛
り
だ
く
さ

　
７
月
か
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
歩

き
方
か
ら
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◦
期
日
＝
６
月
29
日
㈯
10
時
～

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

①
季
節
の
寄
せ
植
え
…
…
旬
の
花

を
使
い
、
行
事
に
合
わ
せ
た
寄
せ

植
え
方
法
、
花
の
手
入
れ
の
仕
方

を
学
び
ま
す
。
そ
の
ま
ま
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
10
人
募
集

◦
日
時
＝
７
月
５
日
、
８
月
２
日
、

11
月
15
日
、
12
月
20
日
※
い
ず
れ

も
金
曜
日
14
時
～
16
時
、
全
４
回

◦
場
所
＝
黒
木
公
民
館
藤
楠
の
間

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

旧
大
内
邸
「
縫
い
模
様
の
会
」

青
少
年
教
育
キ
ャ
ン
プ

子
育
て
講
座

黒
木
公
民
館
講
座

　７月７日に八女市民レクリエーションスポーツ大
会を黒木中学校で行います。八女市全域に普及さ
せるため今年も八女市スポーツ推進委員が事前に
各地区で出前講座を行います。参加料は、講座・
大会ともに無料ですので気軽にご参加ください。

【出前講座】（ソフトバレー・囲碁ボール）
　《矢部地区》6 月4日㈫　矢部体育館
　《黒木地区》6 月6日㈭　黒木小学校体育館
　《星野地区》6 月14日㈮　星野総合体育館
　《上陽地区》6 月19日㈬　上陽北汭学園体育館
　《立花地区》6 月20日㈭　立花体育館　
　※時間はすべて 20 時～ 22 時

【大会】
⃝日時＝７月７日㈰
⃝会場＝黒木中学校体育館
⃝競技＝初心者向けソフトバレーボール（２部）、囲
碁ボール
⃝定員＝ソフトバレー 30 チーム、囲碁ボールなし
⃝申し込み方法＝申込書に必須事項を記載し、八
女市総合体育館か各支所総務課に提出ください。

（ファクス可）※申込書は八女市総合体育館および
各支所総務課・八女市ＨＰ上に掲載しています。
⃝申し込み期間＝ 6 月1日㈯～２３日㈰
⃝問い合わせ＝総合体育館
　（☎２４・１２３０　O２４・００２９）
※経験者向けのバレーボール大会（１部）は今回か
ら体育協会に主催を移管し、参加料をいただいて実
施します。

市
営
住
宅
の
募
集
に
つ
い
て

誰でも気軽に参加できる
レクリエーションスポーツ大会

【やめ翔年大学開講式のご案内】◦日時＝6 月13日㈭ 10 時～◦場所＝おりなす八女はちひめホール
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館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者

の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る
に
は

事
前
に
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

《
７
月
利
用
者
の
会
》

◦
日
に
ち
＝
６
月
22
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分
～

（
忠
見
小
、
川
崎
小
、
見
崎
中
、
上

陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
４
月
初
め
ご
ろ
か
ら
、
県
内
の

市
町
村
で
「
国
勢
調
査
」
を
か
た

り
家
族
構
成
や
年
金
額
な
ど
の
個

人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
事

例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
現
在
、国・

県
・
市
町
村
で
は
国
勢
調
査
は
実

施
し
て
お
り
ま
せ
ん
（
次
の
国
勢

調
査
は
平
成
27
年
10
月
１
日
現
在

で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
）。

　
万
が
一
、
こ
の
よ
う
な
統
計
調
査

を
か
た
る
不
審
な
電
話
や
訪
問
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
次
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◦
連
絡
先
＝
総
務
部
総
務
課
総
務

法
制
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
１
）

所
の
職
員
が
商
工
会
議
所
で
個
別

に
年
金
相
談
に
応
じ
ま
す
。
前
日

ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
日
＝

▽
６
月
19
日
㈬
八
女
商
工
会
議
所

▽
７
月
25
日
㈭
筑
後
商
工
会
議
所

◦
時
間
＝
10
時
～
16
時

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務

所
（
☎
０
９
４
２・３
３・６
２
１
５
）

※
年
金
の
受
給
や
請
求
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
」で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５
）

ま
た
は
（
☎
０
３
・
６
７
０
０
・
１

１
６
５
）
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
相
続
や
遺
言
、
不
動
産
登
記
、

成
年
後
見
制
度
、
多
重
債
務
、
裁

判
な
ど
の
法
律
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

当
日
は
予
約
な
し
で
も
大
丈
夫
で

す
が
、
予
約
優
先
で
す
。

◦
日
時
＝
６
月
22
日
㈯
10
時
～
13
時

◦
場
所
＝
八
女
市
役
所
星
野
支
所

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
司
法
書
士

会
筑
後
支
部
事
務
所

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
６
６
４
１
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

師
※
中
途
採
用
（
３
人
）
③
介
護

福
祉
士
（
３
人
）

◦
採
用
予
定
日
＝
①
③
平
成
26
年

４
月
１
日
②
平
成
25
年
８
月
１
日

◦
受
験
資
格
＝
①
昭
和
59
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
で
来
春
免
許
取

得
見
込
者
。
ま
た
は
昭
和
49
年
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
免
許
を
有

す
る
人
②
昭
和
58
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
免
許
を
有
す
る
人

③
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
来
春
免
許
取
得
見
込
者

◦
試
験
日
＝
①
③
７
月
27
日
㈯

②
６
月
23
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院（
☎
２
３・

４
１
３
１
）
※
詳
細
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
八
女
混
声
合
唱
団
の
第
３
回
演

奏
会
に
向
け
て
新
し
い
曲
に
取
り

組
み
ま
す
の
で
、
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

19
時
30
分
～
22
時

◦
練
習
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研

修
棟
３
号
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
国
武
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
９
４
０
７
・
９
８
８
４
）

◦
募
集
区
分
（
採
用
予
定
）
＝
①

看
護
師
（
15
人
）
②
臨
床
検
査
技

　
公
共
職
業
安
定
所
長
か
ら
推
薦

等
受
け
た
人
で
お
お
む
ね
40
歳
未

満
対
象
。
受
講
料
無
料
。

◦
募
集
コ
ー
ス
（
定
員
）
＝
①
電
気

制
御
技
術
科
（
15
人
）
②
機
械
加

工
技
術
科
（
12
人
）

◦
募
集
期
間
＝
①
６
月
３
日
㈪
～

７
月
４
日
㈭
②
７
月
８
日
㈪
～
８

月
８
日
㈭

◦
面
接
＝
①
７
月
12
日
㈮
②
８
月

19
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
賀（
☎
０
９
５
２・２
６・９
５
１
６
）

　
受
講
料
無
料
、
定
員
30
人

◦
訓
練
コ
ー
ス
＝
パ
ソ
コ
ン
初
級
科

◦
募
集
期
間
＝
６
月
26
日
㈬
ま
で

◦
訓
練
期
間
＝
８
月
１
日
㈭
～
10

月
31
日
㈭

◦
入
校
選
考
日
＝
７
月
５
日
㈮

◦
訓
練
実
施
施
設
＝
サ
ン
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
大
牟
田
校

◦
申
込・問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
八
女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　
月
に
一
度
、
久
留
米
年
金
事
務

就
業
支
援

年
金
相
談

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

「
国
勢
調
査
」
を
か
た
る
不
審

な
電
話
に
ご
用
心

小・中
学
校
の
体
育
施
設
を
利

用
し
ま
せ
ん
か

公
立
八
女
総
合
病
院
試　

験

　「ＨＩＶ検査普及週間」にあわせ、多くの人に

相談・検査を受けていただけるよう休日の臨時相

談検査を行います。当日は、「エイズの迅速検査」

を行い、通常 1週間かかる検査結果が約 1時間

程度で分かります（さらに詳しい検査が必要な場

合があります）。検査は無料・匿名で受けること

ができます。ＨＩＶに感染してからエイズを発症

するまで数年から十数年と個人差があり、自覚が

ないままに、さらに感染を広げている危険性もあ

ります。「もしかしたら？」と不安に思っている人は、

この機会に相談検査を受けてみませんか。

◦日時＝６月９日㈰ 14 時～ 16 時

◦場所＝県南筑後保健福祉環境事務所八女分庁

舎２階（八女市本村 25）

◦検査項目＝エイズ迅速検査（ＨＩＶ抗体検査）

◦問い合わせ＝県南筑後保健福祉環境事務所保

健衛生課感染症係（☎０９４４・７２・２８１２）

エイズ 臨時相談・検査を実施６月１日～７日は「ＨＩＶ検査普及週間」 無料！
匿名OK！

八
女
混
声
合
唱
団



広報やめ　2013.6.123

火災出火件数   0件 （  8件）
救急出動件数 241件 （995件）
救急搬送人数 232人 （956人）

人身事故発生件数 43件 （152件）
傷　　者 64人 （216人）
死　　者 1人 （  1人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 68,421 (-36)
男 32,215  (-16)
女 36,206  (-20)

世帯数 24,193  (+50)
　※（　）内は前月比

出生 32 人 転出 254人
転入 258 人 死亡 72人

◦市県民税（第1期）
◦住宅家賃◦保育料◦水道料金◦下水
道使用料◦農業集落排水施設使用料

▼ 4 月の交通事故の状況

▼ 4 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（4 月30日現在）

▼ 4 月の異動

納期限・口座振替日は7月1日月
※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

無料法律相談
◦6 月20日㈭※6/5 予約開始、7 月4
日㈭※6/25 予約開始13:00～16:00 ／
　※予約・法務局八女支局☎２３・２６０３
◦ 6 月14 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦ 6 月 21日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦ 6 月 28 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域
    福祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 6 月 21 日 ㈮ 10:00 ～ 12:00／八女
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦6月13日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦6月20日㈭９:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦6月18日㈫10:00 ～ 11：00
　／黒木総合支所　
問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦6月3日㈪13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館／地域福祉センター

（上陽）／ふじの里（黒木）／立花市
民センター／星野支所／矢部公民館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦6月6日㈭13:30～16:00/社会福祉会館
◦6月5日㈬、19日㈬9:30～12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月11日㈫13:30～16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月10日㈪13:30～16:00
　／立花市民センター
◦6月3日㈪13:00～16:00／矢部公民館
◦6月12日㈬9:00～12:00／星野支所
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦6月21日㈮13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦6月14日㈮13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦6月5日㈬、19日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館

◦6月5日㈬、19日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月12日㈬、26日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月12日 ㈬、26日 ㈬9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
日本政策金融公庫相談会
◦6月7日㈮13:00～15:00/商工会議所
税務相談
◦6月10日㈪10:00～15:00/商工会議所
社会保険個別相談
◦6月19日㈬10:00～15:00/商工会議所
※予約久留米年金事務所（0942・33・6215）
不動産相談
◦6月26日㈬13:00～15:00/商工会議所
経営支援相談会
◦6月17日㈪13:30 ～ 16:30
　／商工会議所 ※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦6月18日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所102会議室
◦6月13日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月14日㈮・18日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月18日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦6月13日㈭10:00～12:00/矢部公民館
◦6月27日㈭10:00～12:00/星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜８:30 ～ 16:30 ／八女市

役所消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜9:00 ～ 16:00 ／黒木総合
支所第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦6月18日㈫13:00 ～ 16:00/ 八女市役
所消費生活相談窓口 ※予約☎23・1183

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育委員会
　※予約☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:15 ～ 17:00／日本損害保険協
会そんぽADRセンター　ナビダイヤル
※全国共通（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司
法書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日20:00 ～ 21:00 ／福岡県青
年司法書士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木総合支
所内）☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

相談はお気軽にどうぞ

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

６月に
納める
もの



おたんじょうびおめでとう

▼
今
月
号
は
新
し
い
パ
ソ
コ
ン

と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
た
編

集
ソ
フ
ト
で
作
成
し
ま
し
た
。以

前
は
広
報
を
作
成
中
に
画
面
が

消
え
た
り
、動
作
が
遅
く
な
っ
た

り
。
で
す
が
、快
適
に
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
る
こ
と
な
く
作
成
で
き

ま
し
た
。
感
謝
（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
復
興
支
援
フ
リ
マ
を
取
材
し

「
八
女
を
何
と
か
し
や
ん
！
」と

い
う
多
く
の
若
者
パ
ワ
ー
を
頼

も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
災
害
と

い
う
大
き
な
試
練
を
乗
り
越

え
た
先
に
、
八
女
の
未
来
は
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
む
人
が

輝
く
ま
ち
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

（
Ｋ
・
Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

■編集・発行　八女市役所市長公室秘書広報係
〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 22・2186
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　
■E-mail：mail@city.yame.fukuoka.jp
※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩♬♩♪♬♪♩♬♪♪♬♩♪♩♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩
♬♩♬　♪♪♬♩

♪♩♬　♪♪♬♩♪♩♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩ＦＭ ＹＡＭＥ 80.1MHz　NOW ON ＡＩＲ! ＦＭ八女制作番組　「がまだすワイド 801」 
毎週月曜～金曜　13：00 ～15：00 生放送！
※20:30～22:10まで毎日再放送しています。

珍しい野草の
「一薬草」、「ハナイ
カダ」、バンビの
模様をした「鹿子
の木」など、聞け
ば聞くほど神秘的
なものば
かり

緑
潤
う
恵
み
の
雨
。
今
月
は
「
く
つ
ろ
ぎ
の
森
　
グ
リ
ーンピ

ア
八
女
」。
森
林
に
は
た
く
さ
ん
の
癒
し
効
果
が
あ
り
、ス
トレス

ホルモン
を
減
少
さ
せ
、
免
疫
力
を
高
め
る
な
ど
の
パワ
ー
が
あ
り

ま
す
。こ
の
効
果
を
科
学
的
に
検
証
さ
れ
た
の
が
「
森
林
セ
ラ

ピ
ー
R
」。
森
林
セ
ラ
ピ
ーロ
ー
ド
は
３コ
ース
、ロ
ー
ド
の
所
に々
木

の
チッ
プ
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、ザ
ク
ザ
ク
と
音
を
鳴
ら
し
な
が
ら

歩
く
と
、
樹
木
の
香
り
を
堪
能
で
き
ま
す
。
山
登
り
が
苦
手
な

人
、
膝
が
痛
い
人
で
も
木
の
チッ
プ
が
足への
負
担
を
軽
減
さ
せ
、

アッ
プ
ダ
ウン
が
緩
や
か
な
道
に
なって
い
ま
す
。

自
然
に
囲
ま
れ
歩
き
始
め
て
い
く
な
か
で
お
気
に
入
り
の
場

所
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
善
蔵
池
の
眺
望
ポ
イン
ト
。
堤
防

の
中
心
に
立
つ
と
山
と
池
か
ら
の
２つ
の
風
を
感
じ
取
れ
る
自
然

と
共
鳴
し
た
空
間
で
す
。
も
う一つ
は
湖
畔
の
休
憩
処
。エメ
ラル

ド
グ
リ
ーン
の
池
と
青
空
が
絵
に
な
る
風
景
で
、
澄
ん
だ
空
気
の

な
か
景
色
を
見
な
が
ら
ほ
お
張
る
お
に
ぎ
り
は
いつ
も
よ
り
おい
し

く
感
じ
ま
し
た
。
耳
を
す
ま
せ
ば
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、
枝
葉
の

ざ
わ
め
き
が
私
た
ち
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
緑
豊
か
な
森

と
美
し
い
池
、そ
し
て
そ
こ
に
棲
む
アメン
ボ
、カエル
な
ど
の
生
物
。

ま
さ
に「
自
然
の
中
で
生
き
て
い
る
」と
実
感
で
き
る
場
所
で
す
。

新
緑
映
え
る
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ーンピ
ア
八
女
で
、マ
イ
ナス

イ
オンいっ
ぱ
い
の
セ
ラ
ピ
ーロ
ー
ド
を
ゆっ
く
り
、ゆっ
た
り
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

●
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
総
合
支
所
産
業
経
済
課（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

茶のくに観光案内所のおすすめスポット No.1

く
つ
ろ
ぎ
の
森 

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

森
林
セ
ラ
ピ
ー
R基
地

茶のくに観光案内所 おおいし

ハナイカダ

一薬草

昨年7月の九州北部豪雨災害からも
うすぐ１年。復旧復興に向けて「八
女は元気に頑張っています」の思い
をこめたロゴマークを作成しました。
今年一年を復興元年ととらえ、今後
の各種イベントや催し物のポスター、
チラシなどで活用していきます。市
内の業者の皆さんの使用も可能です。
カラー４種、白黒１種の５種類データ
を準備していますので、使用された
い場合は下記に問い合わせください。
◦問い合わせ＝観光振興課
（☎２３・１１９２）

くいしんぼうの悠ちゃん♡
元気で優しい子に育ってね
♡

お誕生日おめでとう♡
たいちゃんらしく、すくす
く大きくなってね♡

☆お誕生日おめでとう☆
いっぱい食べて遊んで、元
気に育ってね�

いっくん１歳おめでとう♡
これからもやんちゃな子で
いてね�

お外であそぶのが大好き！
元気に大きくなーれ！

☆祝１歳☆あっくんおめで
とう♡明るく元気な男の子
になあれ☆

毎日元気いっぱいに大きく
なぁれ。

元気いっぱいの耀博☆
たくさん食べて心の優しい
男の子に育ってね�

銀ちゃん♡祝１歳！
元気いっぱいに育ってね。
だーいすき♡

夏菜ちゃんの成長が楽し
み♪笑顔で元気にすくすく
育ってネ♡

ユーモアと愛嬌でみんなを
元気にしてくれてありがと
う♡お誕生日おめでとう。

井手 悠
ゆうせい

聖ちゃん

井上 太
た い が

我ちゃん

山口 裕
ゆ う と

翔ちゃん

橋村 壱
い っ き

輝ちゃん

古賀 れよなちゃん

堤 歩
あ く あ

明ちゃん

小野寺 雄
ゆうだい

大ちゃん

山下 耀
あきひろ

博ちゃん

大津 銀
ぎ ん じ

司ちゃん

田島 夏
か な

菜ちゃん 原 侑
ゆ う あ

愛ちゃん

Ｈ24年6月13日生（本村）

Ｈ24年6月26日生（下辺春）

Ｈ24年6月15日生（本町）

Ｈ24年6月27日生（本分）

Ｈ24年6月1日生（北木屋）

Ｈ24年6月21日生（蒲原）

Ｈ24年6月28日生（緒玉）

Ｈ24年6月2日生（本町）

Ｈ24年6月25日生（忠見）

Ｈ24年6月4日生（酒井田） Ｈ24年6月6日生（吉田）

「八女は元気に
頑張っています！」
の思いをこめた
ロゴマークを
作りました！

満１歳のお子さまの写真を
募集しています（ただし、
市内に住民登録があるか実
際に住んでいる人に限る）。
氏名・生年月日・住所・簡
単なコメント（30字以内）
を添えて、誕生日前月の7
日までに直接お持ちいただ
くか、郵送でお申し込みく
ださい。応募多数の場合は
先着順となります。
●申し込み＝市長公室秘書
広報係（☎23・1110）
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